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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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国
際
協
力
を
通
じ
て

日
本
の
貿
易
ル
ー
ト
を
確
保

特集 海上保安
世界の海を守る

　
し
か
し
、
私
た
ち
が
守
る
べ
き
な
の
は
、

日
本
を
囲
む
海
だ
け
で
は
な
い
。
資
源
の
多

く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
日
本
。
原
油
の

９
割
以
上
は
イ
ン
ド
洋
を
経
由
し
て
、
タ
ン

カ
ー
で
運
ば
れ
て
く
る
。「
海
洋
国
家
で
あ

る
日
本
に
と
っ
て
、
海
上
交
通
路
（
シ
ー
レ

ー
ン
）
の
安
全
の
確
保
は
、
国
の
経
済
の
生

命
線
で
す
」
と
話
す
の
は
、
海
上
保
安
庁
の

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
獨
協
大
学
の

竹
田
い
さ
み
教
授
。
例
え
ば
、
日
本
の
貿
易

ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ラ
ッ

カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
に
行
く
た
め
の
重
要
な

〝
道
〞。
こ
の
海
峡
で
何
ら
か
の〝
事
故
〞や〝
事

件
〞
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
―
。
私
た
ち

の
生
活
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ
う

か
。

　
そ
こ
で
日
本
は
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か

ら
官
民
連
携
で
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

海
峡
の
沿
岸
国
を
中
心
に
支
援
を
開
始
。
水

路
の
測
量
や
海
図
の
作
成
、
灯
台
や
浮
標
な

ど
航
路
標
識
の
整
備
、
巡
視
船
の
供
与
な
ど

を
進
め
た
結
果
、
周
辺
海
域
の
安
全
性
は
格

段
に
向
上
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
数
年
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア

デ
ン
湾
で
の
海
賊
行
為
が
国
際
問
題
に
。
２

０
１
１
年
、
全
世
界
の
海
賊
行
為
発
生
件
数

は
４
３
９
件
。
う
ち
、
こ
の
エ
リ
ア
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
日
本
を
は
じ
め
国
際
社
会
が
連
携
し
て
海

賊
対
策
を
推
し
進
め
、
民
間
商
船
の
自
衛
が

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

海
を
守
る
警
察
官

　
地
球
儀
を
ぐ
る
り
と
回
す
と
、
そ
の
大
半

は
、
青
い
海
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
海
は
世
界

の
国
々
を
つ
な
ぐ
〝
道
〞
で
あ
り
、
私
た
ち

の
生
活
と
も
密
接
に
〝
つ
な
が
っ
て
〞
い
る
。

　
島
国
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
海
と
の
か

か
わ
り
は
さ
ら
に
深
い
。
陸
地
面
積
は
世
界

で
61
番
目
だ
が
、
海
岸
線
は
約
３
万
５
０
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
世
界
第
６
位
の
長
さ
を

誇
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
広
大
な
海
に
支
え
ら
れ
、貿
易
や
漁
業
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

〝
恵
み
〞
を
得
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
大
自
然
な
ら
で
は
の

脅
威
も
あ
る
。
潮
の
流
れ
や
波
の
動
き
は
、

人
の
手
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
あ
る
日
突
然
、
天
候
の
急
変
な
ど
に

よ
り
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
船
舶
の
衝
突
事
故
や
海
洋

汚
染
か
ら
、
密
輸
や
密
航
、
海
賊
な
ど
の
犯

罪
行
為
ま
で
、
海
の
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド

ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
日
々

奔
走
し
て
い
る
の
が
海
上
保
安
官
、
い
わ
ゆ

る
〝
海
の
警
察
官
〞
だ
。
映
画
『
海
猿
』
で

そ
の
存
在
を
知
っ
た
人
も
多
い
に
違
い
な

い
。
彼
ら
が
所
属
す
る
海
上
保
安
庁
は
１
９

４
８
年
の
発
足
以
来
、
全
国
11
カ
所
に
管
区

機
関
を
設
置
し
、
日
本
の
領
海
の
警
備
、
海

難
救
助
、
海
上
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
な
ど
、

日
本
の
〝
生
命
線
〞
で
も
あ
る
海
を
守
り
続

け
て
い
る
。

特 
集

　海
上
保
安

地
球
上
の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
海
は
、世
界
を
つ
な
ぐ〝
道
〞。

そ
の
安
全
・
安
心
を
担
う
の
が
海
上
保
安
官
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
海
上
保
安
庁
と
の
連
携
の
下
、

開
発
途
上
国
の〝
海
猿
〞た
ち
と
広
大
な
海
を
舞
台
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

編
集
協
力
：
竹
田
い
さ
み 

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
教
授

世
界
の
海
を

守
る

為
が
発
生
す
る
根
本
の
原
因
は
、
途
上
国
の

貧
困
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
弱
さ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
併
せ
て

海
上
保
安
分
野
の
協
力
を
戦
略
的
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

経
済
基
盤
開
発
部
の
小
泉
幸
弘
課
長
。現
在
、

無
償
資
金
協
力
と
技
術
協
力
を
組
み
合
わ
せ

た
支
援
を
計
画
中
だ
。

　
広
大
な
海
を
相
手
に
し
た
取
り
組
み
は
、

一
筋
縄
に
い
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一

つ
一
つ
の
組
織
の
力
、一
人
一
人
の
〝
海
猿
〞

の
思
い
が
集
ま
れ
ば
、
い
ず
れ
大
き
な
力
と

な
る
は
ず
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
各
国
の
海
上
保

安
組
織
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
世
界
の
海
を
共

に
守
っ
て
い
く
覚
悟
だ
。

出典：IMB年次報告

　世界全体
■ソマリア沖・アデン湾
■東南アジア

海
上
保
安
庁
と
連
携
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

功
を
奏
し
、
２
０
１
２
年
に
は
海
賊
行
為
が

大
幅
に
減
少
。
し
か
し
、
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
。「
１
年
間
で
約
５
０
０
０
隻
に
上
る

日
本
関
係
の
商
船
が
、
西
部
イ
ン
ド
洋
に
設

定
さ
れ
た
危
険
海
域
を
航
行
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
竹
田
教
授
。
日
本
政
府

は
こ
の
海
域
で
の
海
賊
対
策
を
重
点
課
題
の

一
つ
に
掲
げ
、
今
年
６
月
に
開
か
れ
る
第
５

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ｖ
）

で
も
議
論
す
る
予
定
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
海
上
保
安
庁
と
の
連
携
の

下
、
こ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
海

上
保
安
組
織
の
能
力
強
化
、資
機
材
の
供
与
、

人
材
育
成
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
協

力
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
つ
。海
上
犯
罪
の
予
防
・

鎮
圧
に
向
け
た
法
令
執
行
、
海
難
事
故
か

ら
の
救
出
の
た
め
の
海
難
救
助
、
廃
棄
物

投
棄
、
船
舶
か
ら
の
油
な
ど
の
流
出
事
故
を

防
止
す
る
環
境
防
災
、
海
上
交
通
ル
ー
ル

や
海
図
を
整
備
す
る
海
洋
情
報
・
航
行
安
全

だ
。「
日
本
の
海
上
保
安
技
術
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
開
発
援
助
の
プ
ロ
で
あ
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
全

体
の
海
上
保
安
能
力
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」
と
竹
田
教
授
は
評
価
す
る
。

近
年
は
一
国
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
東
南

ア
ジ
ア
間
の
連
携
促
進
も
強
化
し
て
い
る
。

　
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
賊
行
為
に

対
し
て
は
、
周
辺
国
の
海
上
保
安
官
に
対
す

る
日
本
で
の
研
修
に
加
え
、
東
ア
フ
リ
カ
地

域
で
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。「
海
賊
行

マレーシア

スリランカ

モルディブセーシェル

ジブチ
ケニア

オマーン

シリア

インド

バングラデシュ

タイ

中国

ラオス
ベトナム
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フィリピン

パラオ
ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

キリバス

ソロモン諸島

フィジー

サウジアラビア

ガボン
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海上保安庁の専門性を生かした
国際協力

　海上保安庁が国際協力を開始したのは1960年代
後半。中東から石油を大量に輸入していた日本は、マ
ラッカ・シンガポール海峡を商船の重要な航路として
位置付けていました。そこで日本船舶が事故を起こし
てしまったら、海域全体に多大な汚染を広げることに
なる―。そのような事態を避けるために、沿岸のシンガ
ポール、マレーシア、インドネシアと連携し、水路測量
や航路標識の整備など船舶航行の安全を確保するた
めの協力を始めたのです。
　私はJICA専門家として、90年代からフィリピンへ
の技術協力にかかわってきました。80年代後半に同
国の海域で大きなフェリーの事故が相次ぎ、フィリピ
ン政府からJICAに要請があったのです。現地での私
の役割は、いわば、両国の海上保安組織をつなぐ
“コーディネーター”。フィリピン側の要望を聞き、日本
の海上保安庁の部署と連絡を取って、どこでどのよう
な研修が受けられるのか、どういう専門家がいるのか
などの調整を行ってきました。どの国においても、海上
保安組織は個人の技量もさることながら、“一つの
チーム”としてのまとまりが大きな成果につながります。
言葉や文化の壁はありますが、そこは同じ海上保安
官。時間を共にしているうちに、“海を守りたい”という
気持ちは同じなのだと感じます。
　国際協力は日本の海上保安庁にとっても、海上保
安の原点に戻れる良い機会。日本の若い海上保安官
にも諸外国との交流の機会を増やし、海の安全を守
るために多くのことを学んでほしいと思っています。

バシー海峡

ソマリア沖

JICA国際協力客員専門員
（元JICA専門家・海上保安庁OB）

石間 聡孝さん
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海保関係研修
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世界に広がる！？ JICAの海上保安分野の支援
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し
か
し
、
私
た
ち
が
守
る
べ
き
な
の
は
、

日
本
を
囲
む
海
だ
け
で
は
な
い
。
資
源
の
多

く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
日
本
。
原
油
の

９
割
以
上
は
イ
ン
ド
洋
を
経
由
し
て
、
タ
ン

カ
ー
で
運
ば
れ
て
く
る
。「
海
洋
国
家
で
あ

る
日
本
に
と
っ
て
、
海
上
交
通
路
（
シ
ー
レ

ー
ン
）
の
安
全
の
確
保
は
、
国
の
経
済
の
生

命
線
で
す
」
と
話
す
の
は
、
海
上
保
安
庁
の

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
獨
協
大
学
の

竹
田
い
さ
み
教
授
。
例
え
ば
、
日
本
の
貿
易

ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ラ
ッ

カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
に
行
く
た
め
の
重
要
な

〝
道
〞。
こ
の
海
峡
で
何
ら
か
の〝
事
故
〞や〝
事

件
〞
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
―
。
私
た
ち

の
生
活
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
及
ぶ
だ
ろ
う

か
。

　
そ
こ
で
日
本
は
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か

ら
官
民
連
携
で
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

海
峡
の
沿
岸
国
を
中
心
に
支
援
を
開
始
。
水

路
の
測
量
や
海
図
の
作
成
、
灯
台
や
浮
標
な

ど
航
路
標
識
の
整
備
、
巡
視
船
の
供
与
な
ど

を
進
め
た
結
果
、
周
辺
海
域
の
安
全
性
は
格

段
に
向
上
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
数
年
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア

デ
ン
湾
で
の
海
賊
行
為
が
国
際
問
題
に
。
２

０
１
１
年
、
全
世
界
の
海
賊
行
為
発
生
件
数

は
４
３
９
件
。
う
ち
、
こ
の
エ
リ
ア
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
る
。

　
日
本
を
は
じ
め
国
際
社
会
が
連
携
し
て
海

賊
対
策
を
推
し
進
め
、
民
間
商
船
の
自
衛
が

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

海
を
守
る
警
察
官

　
地
球
儀
を
ぐ
る
り
と
回
す
と
、
そ
の
大
半

は
、
青
い
海
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
海
は
世
界

の
国
々
を
つ
な
ぐ
〝
道
〞
で
あ
り
、
私
た
ち

の
生
活
と
も
密
接
に
〝
つ
な
が
っ
て
〞
い
る
。

　
島
国
で
あ
る
日
本
に
と
っ
て
、
海
と
の
か

か
わ
り
は
さ
ら
に
深
い
。
陸
地
面
積
は
世
界

で
61
番
目
だ
が
、
海
岸
線
は
約
３
万
５
０
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
世
界
第
６
位
の
長
さ
を

誇
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
は
広
大
な
海
に
支
え
ら
れ
、貿
易
や
漁
業
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

〝
恵
み
〞
を
得
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
は
大
自
然
な
ら
で
は
の

脅
威
も
あ
る
。
潮
の
流
れ
や
波
の
動
き
は
、

人
の
手
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
あ
る
日
突
然
、
天
候
の
急
変
な
ど
に

よ
り
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
船
舶
の
衝
突
事
故
や
海
洋

汚
染
か
ら
、
密
輸
や
密
航
、
海
賊
な
ど
の
犯

罪
行
為
ま
で
、
海
の
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド

ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
日
々

奔
走
し
て
い
る
の
が
海
上
保
安
官
、
い
わ
ゆ

る
〝
海
の
警
察
官
〞
だ
。
映
画
『
海
猿
』
で

そ
の
存
在
を
知
っ
た
人
も
多
い
に
違
い
な

い
。
彼
ら
が
所
属
す
る
海
上
保
安
庁
は
１
９

４
８
年
の
発
足
以
来
、
全
国
11
カ
所
に
管
区

機
関
を
設
置
し
、
日
本
の
領
海
の
警
備
、
海

難
救
助
、
海
上
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
な
ど
、

日
本
の
〝
生
命
線
〞
で
も
あ
る
海
を
守
り
続

け
て
い
る
。

特 

集

　海
上
保
安

地
球
上
の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
海
は
、世
界
を
つ
な
ぐ〝
道
〞。

そ
の
安
全
・
安
心
を
担
う
の
が
海
上
保
安
官
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
の
海
上
保
安
庁
と
の
連
携
の
下
、

開
発
途
上
国
の〝
海
猿
〞た
ち
と
広
大
な
海
を
舞
台
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

編
集
協
力
：
竹
田
い
さ
み 

獨
協
大
学
外
国
語
学
部
教
授

世
界
の
海
を

守
る

為
が
発
生
す
る
根
本
の
原
因
は
、
途
上
国
の

貧
困
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
弱
さ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
を
効
果
的
に
進

め
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
併
せ
て

海
上
保
安
分
野
の
協
力
を
戦
略
的
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

経
済
基
盤
開
発
部
の
小
泉
幸
弘
課
長
。現
在
、

無
償
資
金
協
力
と
技
術
協
力
を
組
み
合
わ
せ

た
支
援
を
計
画
中
だ
。

　
広
大
な
海
を
相
手
に
し
た
取
り
組
み
は
、

一
筋
縄
に
い
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一

つ
一
つ
の
組
織
の
力
、一
人
一
人
の
〝
海
猿
〞

の
思
い
が
集
ま
れ
ば
、
い
ず
れ
大
き
な
力
と

な
る
は
ず
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
各
国
の
海
上
保

安
組
織
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
世
界
の
海
を
共

に
守
っ
て
い
く
覚
悟
だ
。

出典：IMB年次報告

　世界全体
■ソマリア沖・アデン湾
■東南アジア

海
上
保
安
庁
と
連
携
し
た

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

功
を
奏
し
、
２
０
１
２
年
に
は
海
賊
行
為
が

大
幅
に
減
少
。
し
か
し
、
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
。「
１
年
間
で
約
５
０
０
０
隻
に
上
る

日
本
関
係
の
商
船
が
、
西
部
イ
ン
ド
洋
に
設

定
さ
れ
た
危
険
海
域
を
航
行
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
」
と
竹
田
教
授
。
日
本
政
府

は
こ
の
海
域
で
の
海
賊
対
策
を
重
点
課
題
の

一
つ
に
掲
げ
、
今
年
６
月
に
開
か
れ
る
第
５

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ｖ
）

で
も
議
論
す
る
予
定
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
海
上
保
安
庁
と
の
連
携
の

下
、
こ
れ
ま
で
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
海

上
保
安
組
織
の
能
力
強
化
、資
機
材
の
供
与
、

人
材
育
成
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
協

力
の
ポ
イ
ン
ト
は
４
つ
。海
上
犯
罪
の
予
防
・

鎮
圧
に
向
け
た
法
令
執
行
、
海
難
事
故
か

ら
の
救
出
の
た
め
の
海
難
救
助
、
廃
棄
物

投
棄
、
船
舶
か
ら
の
油
な
ど
の
流
出
事
故
を

防
止
す
る
環
境
防
災
、
海
上
交
通
ル
ー
ル

や
海
図
を
整
備
す
る
海
洋
情
報
・
航
行
安
全

だ
。「
日
本
の
海
上
保
安
技
術
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
開
発
援
助
の
プ
ロ
で
あ
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
全

体
の
海
上
保
安
能
力
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
」
と
竹
田
教
授
は
評
価
す
る
。

近
年
は
一
国
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
東
南

ア
ジ
ア
間
の
連
携
促
進
も
強
化
し
て
い
る
。

　
ソ
マ
リ
ア
沖
・
ア
デ
ン
湾
の
海
賊
行
為
に

対
し
て
は
、
周
辺
国
の
海
上
保
安
官
に
対
す

る
日
本
で
の
研
修
に
加
え
、
東
ア
フ
リ
カ
地

域
で
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。「
海
賊
行
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海上保安庁の専門性を生かした
国際協力

　海上保安庁が国際協力を開始したのは1960年代
後半。中東から石油を大量に輸入していた日本は、マ
ラッカ・シンガポール海峡を商船の重要な航路として
位置付けていました。そこで日本船舶が事故を起こし
てしまったら、海域全体に多大な汚染を広げることに
なる―。そのような事態を避けるために、沿岸のシンガ
ポール、マレーシア、インドネシアと連携し、水路測量
や航路標識の整備など船舶航行の安全を確保するた
めの協力を始めたのです。
　私はJICA専門家として、90年代からフィリピンへ
の技術協力にかかわってきました。80年代後半に同
国の海域で大きなフェリーの事故が相次ぎ、フィリピ
ン政府からJICAに要請があったのです。現地での私
の役割は、いわば、両国の海上保安組織をつなぐ
“コーディネーター”。フィリピン側の要望を聞き、日本
の海上保安庁の部署と連絡を取って、どこでどのよう
な研修が受けられるのか、どういう専門家がいるのか
などの調整を行ってきました。どの国においても、海上
保安組織は個人の技量もさることながら、“一つの
チーム”としてのまとまりが大きな成果につながります。
言葉や文化の壁はありますが、そこは同じ海上保安
官。時間を共にしているうちに、“海を守りたい”という
気持ちは同じなのだと感じます。
　国際協力は日本の海上保安庁にとっても、海上保
安の原点に戻れる良い機会。日本の若い海上保安官
にも諸外国との交流の機会を増やし、海の安全を守
るために多くのことを学んでほしいと思っています。

バシー海峡

ソマリア沖

JICA国際協力客員専門員
（元JICA専門家・海上保安庁OB）
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マラッカ・シンガポール海峡を走るMMEAの巡視艇。この海峡の安全を
守るため、日本は沿岸3カ国と共に電子海図の作成にも取り組んだ

マレーシア政府はMMEAのすべての幹部に船舶運航に必要な国際資
格の取得を義務付けている

海
に
囲
ま
れ
た

マ
レ
ー
シ
ア
の
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　

　
ど
こ
ま
で
も
真
っ
す
ぐ
に
続
く
道
。

し
ば
ら
く
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
ふ

わ
っ
と
潮
の
香
り
が
舞
っ
た
。次
の
瞬

間
、
目
の
前
に
広
が
っ
た
の
は
真
っ
青

な
海
。マ
レ
ー
シ
ア
南
部
の
港
町
ジ
ョ

ホ
ー
ル
・
バ
ル
。真
冬
の
日
本
か
ら
一

転
、雨
期
の
マ
レ
ー
シ
ア
は
蒸
し
暑
い
。

　
視
線
の
は
る
か
向
こ
う
、
水
平
線
上

に
は
大
型
船
が
連
な
っ
て
い
る
。そ
の

先
は
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
。

年
間
約
10
万
隻
が
通
過
す
る
世
界
有
数

の
国
際
航
路
だ
。

　
沿
岸
部
に
着
く
と
、
小
さ
な
船
が
停

泊
し
て
い
た
。船
体
に
は
「M

alaysian 
M
aritim

e Enforcem
ent A

gency

」

の
文
字
。マ
レ
ー
シ
ア
の
海
上
保
安
組

織「
マ
レ
ー
シ
ア
海
上
法
令
執
行
庁（
Ｍ

Ｍ
Ｅ
Ａ
）」
の
巡
視
艇
の
よ
う
だ
。海
上

保
安
官
た
ち
が
出
港
の
準
備
を
し
て
い

る
。こ
れ
か
ら
午
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

出
か
け
る
と
い
う
の
で
、
乗
船
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　
国
土
を
海
に
囲
ま
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア

は
、
海
か
ら
た
く
さ
ん
の〝
恵
み
〞を
受

け
て
い
る
。し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、海
難

事
故
な
ど
も
多
い
。そ
こ
で
２
０
０
５

年
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
海
軍
や
海
上

警
察
な
ど
11
の
機
関
に
分
か
れ
て
い
た

海
上
保
安
機
能
を
一
つ
に
ま
と
め
る
べ

く
、
新
た
な
組
織
と
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
を

設
立
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
準
備
段
階
か

ら
専
門
家
を
派
遣
し
、
組
織
の
制
度
づ

く
り
か
ら
資
機
材
の
供
与
、
レ
ス
キ
ュ

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

海
上
保
安
組
織
を
目
指
す

特集 海上保安
世界の海を守る

ー
チ
ー
ム
の
技
術
指
導
ま
で
、
海
上
保

安
庁
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
支
援
を

展
開
し
て
き
た
。

　
勢
い
よ
く
走
り
出
し
た
黒
い
船
は
、

ど
ん
ど
ん
沖
へ
と
進
ん
で
い
く
。８
人

乗
り
の
船
は
と
に
か
く
よ
く
揺
れ
る
。

「
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。何
か
が

起
こ
る
前
に
発
見
し
、
対
処
す
る
の
が

私
た
ち
の
仕
事
で
す
」。そ
う
言
い
な
が

ら
、
ジ
ピ
ン
船
長
は
ハ
ン
ド
ル
を
ギ
ュ

ッ
と
握
る
。隣
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
目

の
前
だ
。こ
の
広
大
な
海
峡
の
安
心
・

安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の

地
道
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
か
げ
な
の

だ
。

　
ビ
、ビ
、ビ
ー
ッ
！！

　
突
然
、
船
内
の
無
線
が
鳴

っ
た
。数
キ
ロ
先
の
沿
岸
部

の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
か
ら
の

交
信
だ
。海
峡
を
一
望
で
き

る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
白
い

塔
。レ
ー
ザ
ー
カ
メ
ラ
や
無

線
探
知
器
な
ど
が
日
本
の
支

援
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
24

時
間
体
制
で
不
審
な
船
な
ど

を
監
視
し
て
い
る
。「
マ
ラ
ッ

カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡

を
管
轄
す
る
南
部
沿
岸
の

海
域
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
中

で
も
特
に
難
し
い
対
応
が

求
め
ら
れ
る
事
象
が
多
い
。

何
事
に
も
機
敏
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
瞬
発
力
と

的
確
な
判
断
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
」
と
ア
ド
ン

南
部
管
区
本
部
長
は
話

す
。

　
こ
の
日
は
南
部
管
区

本
部
で
、
長
崎
克
明
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
海
上

保
安
庁
）
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
て
い

た
。Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
か
ら
は
、毎
年
多
く
の
職

員
が
日
本
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
に
参

加
。海
上
保
安
庁
の
技
術
を〝
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
〞で
実
感
し
て
お
り
、両
者

の
信
頼
関
係
は
厚
い
。「
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
は
、

ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、日
本
な
ど
の

主
要
な
海
上
保
安
組
織
に
足
を
運
び
、

自
分
た
ち
に
一
番
合
う
シ
ス
テ
ム
を
探

特集 海上保安
世界の海を守る

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
努
力
と
熱
意
に

は
頭
が
下
が
り
ま
す
」と
長
崎
専
門
家
。

巡
視
船
艇
の
老
朽
化
や
人
材
不
足
な
ど

の
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
周
辺
海

域
の
海
難
事
故
は
着
実
に
減
少
し
て
い

る
。「
地
域
の
人
々
や
漁
師
、
外
国
船
の

船
乗
り
な
ど
が
、
こ
の
海
を
安
全
に
通

過
で
き
る
こ
と
。私
た
ち
に
と
っ
て
は

そ
れ
が
最
大
の
喜
び
で
す
」
と
ア
ド
ン

本
部
長
は
力
強
い
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
南
部
の
港
町
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
か

ら
車
で
北
上
す
る
こ
と
約
６
時
間
、
北

東
部
に
あ
る
地
方
都
市
ク
ア
ン
タ
ン
に

や
っ
て
来
た
。海
の
安
全
の
将
来
を
担

う
海
上
保
安
官
の
育
成
の
地
だ
。

　
２
０
１
１
年
８
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
は
こ
の
街
の
郊
外
に
、Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
の

幹
部
と
一
般
隊
員
を
養
成
す
る
「
Ｍ
Ｍ

Ｅ
Ａ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
。海
上
保
安
組
織
の
底
上
げ
の
た
め

に
は
、
若
手
の
人
材
育
成
が
急
務
だ
っ

た
か
ら
だ
。総
額
２
８
０
億
円
の
建
設

費
用
は
す
べ
て
自
己
資
金
。ア
メ
リ
カ

や
日
本
の
教
育
施
設
の
視
察
を
重
ね
、

ア
ジ
ア
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
設
が

完
成
し
た
。

　
屋
外
の
プ
ー
ル
で
は
、
ち
ょ
う
ど
水

泳
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。海
を
相

手
に
す
る
海
上
保
安
官
に
と
っ
て
、
最

も
鍛
え
る
べ
き
ス
キ
ル
だ
。

　「
そ
こ
、フ
ォ
ー
ム
が
悪
い
ぞ
！
」

　「
そ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
じ
ゃ
、助
け
る
前

に
お
ぼ
れ
る
ぞ
！
」

　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
教
官
の
厳
し
い

声
が
飛
ぶ
。海
上
保
安
官
と
し
て
の
使

命
感
だ
ろ
う
か
。ど
の
訓
練
生
の
表
情

も
真
剣
そ
の
も
の
。訓
練
期
間
は
９
カ

月
。携
帯
電
話
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

な
い
。全
寮
制
で
の
生
活
だ
。「
こ
こ
で

学
ぶ
の
は
技
術
だ
け
で
は
な
い
。規
律

や
仲
間
意
識
な
ど
、
海
上
保
安
官
と
し

て
必
要
な
素
養
す
べ
て
で
す
。相
当
の

覚
悟
が
な
い
と
乗
り
越
え
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
話
す
の
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
所
長
の
タ
ハ
さ
ん
。プ
ロ
意
識
を

一
人
一
人
に
た
た
き
込
む
。

　「
国
を
守
る
仕
事
に
就
く
こ
と
。そ
れ

が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
し
た
」
と

話
す
の
は
、
幹
部
候
補
生
の
ナ
ス
ラ
ル

さ
ん
。航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
だ
っ

た
彼
は
、
26
歳
で
こ
の
道
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。「
将
来
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
称
号

を
も
ら
う
の
が
夢
で
す
。道
の
り
は
長

い
で
す
が
後
戻
り
は
で
き
な
い
。が
ん

ば
り
ま
す
」。
そ
う
語
る
瞳
の
奥
に
は
、

静
か
な
熱
い
思
い
が
見
え
た
。そ
し
て

セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
の
訓
練
生
の
奮

闘
ぶ
り
も
光
る
。ま
だ
数
は
少
な
い
が
、

優
秀
な
人
材
ば
か
り
だ
。「
こ
こ
で
は
男

女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。訓
練
の
メ

ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
男
性
と
一
緒
。同

じ
距
離
を
泳
ぎ
ま
す
し
、走
り
ま
す
」と

幹
部
候
補
生
の
ア
イ
ダ
さ
ん
は
笑
い
な

が
ら
話
す
。イ
ス
ラ
ム
教
国
で
の
彼
女

ら
の
活
躍
は
、
宗
教
を
も
超
え
た
揺
る

ぎ
な
い
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は

ア
ジ
ア
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
海

上
保
安
組
織
か
ら
訓
練
生
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
計
画
中
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
海
上

保
安
庁
と
協
力
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
方
針

だ
。「
海
上
保
安
の
分
野
で
は
対
応
す
べ

き
課
題
も
多
様
化
し
て
い
る
。こ
の
セ

ン
タ
ー
を
受
け
皿
に
、
日
本
も
含
め
て

若
手
の
海
上
保
安
官
同
士
の
交
流
を
活

性
化
で
き
れ
ば
」
と
長
崎
専
門
家
は
期

待
す
る
。

　
海
の
町
か
ら
首
都
へ
と
戻
り
、Ｍ
Ｍ

Ｅ
Ａ
の
航
空
基
地
へ
と
向
か
っ
た
。目

の
前
に
は
最
新
の
航
空
機
が
並
ぶ
。そ

の
運
用
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
支
援
を
受
け

て
い
る
そ
う
だ
。こ
の
航
空
基
地
を
統

括
す
る
の
は
、
海
軍
出
身
の
ベ
テ
ラ
ン

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ノ
ル
ハ
イ
ザ
ド
航
空
基

地
長
。「
我
々
の
仕
事
は
、
一
つ
と
し
て

同
じ
も
の
は
な
い
。瞬
時
の
判
断
力
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。そ
れ
が
大
変
さ
で

も
あ
り
、や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
」と

語
る
。今
後
は
日
本
で
の
研
修
な
ど
を

通
じ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
レ
ス
キ
ュ
ー

の
技
術
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
い
う
。

　
こ
の
日
は
新
年
が
明
け
て
最
初
の
金

曜
日
。航
空
基
地
の
一
角
で
は
、夕
方
か

ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
。

海
上
保
安
官
の
仕
事
は
一
刻
一
秒
を
争

う
。常
に
神
経
を
張
り
つ
め
て
仕
事
を

し
て
い
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
信
頼
で
き

る
仲
間
と
ね
ぎ
ら
い
合
う
時
間
は
大
切

だ
。〝
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
〞
を
重
ん
じ
る
Ｍ

Ｍ
Ｅ
Ａ
。ど
の
施
設
を
訪
問
し
て
も
、

そ
こ
で
働
く
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た

笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　「
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
が
設
立
さ
れ
て
８
年
、周

辺
海
域
で
の
事
故
や
海
賊
行
為
な
ど
は

少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。10
年
後

に
は
ア
ジ
ア
で
、
30
年
後
に
は
世
界
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
海
上
保
安
組
織
を
目

指
し
ま
す
」。Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
の
ア
ム
ダ
ン
長

官
は
、そ
う
強
い
ま
な
ざ
し
で
語
る
。２

０
２
０
年
ま
で
に
先
進
国
入
り
を
目
指

す
マ
レ
ー
シ
ア
は
、日
本
に
と
っ
て
も
、

海
の
安
全
を
守
る
上
で
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
な
の
だ
。

　
世
界
を
つ
な
ぐ
海
の
た
め
に
―
。マ

レ
ー
シ
ア
の
海
上
保
安
官
た
ち
は
、
そ

の
思
い
を
一
つ
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

向
け
て
躍
進
を
続
け
て
い
く
。

何
か
が
起
こ
る
前
に

守
り
た
い

守
る
、救
う
、

あ
な
た
の
た
め
に

マレ ー シ ア

from MALAYSIA

海
の
未
来
を
支
え
る

若
手
保
安
官
を
育
て
る

マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
の
沿
岸
国
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

今
か
ら
８
年
前
、
新
た
な
海
上
保
安
組
織
を
設
立
し
た
。

す
べ
て
は
世
界
を
つ
な
ぐ
海
を
守
る
た
め
に
―
。

現
地
の
海
上
保
安
官
た
ち
の
地
道
な
取
り
組
み
と
、

そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
現
場
を
取
材
し
た
。

マレーシア海上法令執行庁の海上保安官。
現在、約4,200人体制で海の安全を守る

「JICAの研修などを活用して学びの機
会を増やし、MMEAの組織力を強化し
たい」と話すアムダンMMEA長官 
（写真提供：MMEA広報部）

訓練生や教官のためにモスクがあるのはイスラム教国ならでは

トレーニングセンター内には裁判
演習所も設置されている
 

写真＝安田菜津紀／studio AFTERMODE

南部管区本部に勤務する女性幹部
ヌルルさん。エンジニアから転身した
彼女は、男性顔負けの仕事ぶりだ

MMEAトレーニングセンターの正面玄関

訓練生たちは9カ月で“陸”から“海”の人間になる

マレーシア

ジョホール・バル

南部沿岸にそびえ立つレーダーサイト。MMEA職員から運用状況について
の説明を受ける長崎専門家（左）

水泳の訓練は海上保安官にとって最初の難関
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マラッカ・シンガポール海峡を走るMMEAの巡視艇。この海峡の安全を
守るため、日本は沿岸3カ国と共に電子海図の作成にも取り組んだ

マレーシア政府はMMEAのすべての幹部に船舶運航に必要な国際資
格の取得を義務付けている

海
に
囲
ま
れ
た

マ
レ
ー
シ
ア
の
挑
戦

　
　
　
　
　
　
　

　
ど
こ
ま
で
も
真
っ
す
ぐ
に
続
く
道
。

し
ば
ら
く
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
ふ

わ
っ
と
潮
の
香
り
が
舞
っ
た
。次
の
瞬

間
、
目
の
前
に
広
が
っ
た
の
は
真
っ
青

な
海
。マ
レ
ー
シ
ア
南
部
の
港
町
ジ
ョ

ホ
ー
ル
・
バ
ル
。真
冬
の
日
本
か
ら
一

転
、雨
期
の
マ
レ
ー
シ
ア
は
蒸
し
暑
い
。

　
視
線
の
は
る
か
向
こ
う
、
水
平
線
上

に
は
大
型
船
が
連
な
っ
て
い
る
。そ
の

先
は
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
。

年
間
約
10
万
隻
が
通
過
す
る
世
界
有
数

の
国
際
航
路
だ
。

　
沿
岸
部
に
着
く
と
、
小
さ
な
船
が
停

泊
し
て
い
た
。船
体
に
は
「M

alaysian 
M
aritim

e Enforcem
ent A

gency

」

の
文
字
。マ
レ
ー
シ
ア
の
海
上
保
安
組

織「
マ
レ
ー
シ
ア
海
上
法
令
執
行
庁（
Ｍ

Ｍ
Ｅ
Ａ
）」
の
巡
視
艇
の
よ
う
だ
。海
上

保
安
官
た
ち
が
出
港
の
準
備
を
し
て
い

る
。こ
れ
か
ら
午
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

出
か
け
る
と
い
う
の
で
、
乗
船
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　
国
土
を
海
に
囲
ま
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア

は
、
海
か
ら
た
く
さ
ん
の〝
恵
み
〞を
受

け
て
い
る
。し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、海
難

事
故
な
ど
も
多
い
。そ
こ
で
２
０
０
５

年
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
海
軍
や
海
上

警
察
な
ど
11
の
機
関
に
分
か
れ
て
い
た

海
上
保
安
機
能
を
一
つ
に
ま
と
め
る
べ

く
、
新
た
な
組
織
と
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
を

設
立
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
準
備
段
階
か

ら
専
門
家
を
派
遣
し
、
組
織
の
制
度
づ

く
り
か
ら
資
機
材
の
供
与
、
レ
ス
キ
ュ

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

海
上
保
安
組
織
を
目
指
す

特集 海上保安
世界の海を守る

ー
チ
ー
ム
の
技
術
指
導
ま
で
、
海
上
保

安
庁
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
支
援
を

展
開
し
て
き
た
。

　
勢
い
よ
く
走
り
出
し
た
黒
い
船
は
、

ど
ん
ど
ん
沖
へ
と
進
ん
で
い
く
。８
人

乗
り
の
船
は
と
に
か
く
よ
く
揺
れ
る
。

「
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。何
か
が

起
こ
る
前
に
発
見
し
、
対
処
す
る
の
が

私
た
ち
の
仕
事
で
す
」。そ
う
言
い
な
が

ら
、
ジ
ピ
ン
船
長
は
ハ
ン
ド
ル
を
ギ
ュ

ッ
と
握
る
。隣
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
目

の
前
だ
。こ
の
広
大
な
海
峡
の
安
心
・

安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の

地
道
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
か
げ
な
の

だ
。

　
ビ
、ビ
、ビ
ー
ッ
！！

　
突
然
、
船
内
の
無
線
が
鳴

っ
た
。数
キ
ロ
先
の
沿
岸
部

の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
か
ら
の

交
信
だ
。海
峡
を
一
望
で
き

る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
白
い

塔
。レ
ー
ザ
ー
カ
メ
ラ
や
無

線
探
知
器
な
ど
が
日
本
の
支

援
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
24

時
間
体
制
で
不
審
な
船
な
ど

を
監
視
し
て
い
る
。「
マ
ラ
ッ

カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡

を
管
轄
す
る
南
部
沿
岸
の

海
域
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
中

で
も
特
に
難
し
い
対
応
が

求
め
ら
れ
る
事
象
が
多
い
。

何
事
に
も
機
敏
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
瞬
発
力
と

的
確
な
判
断
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
」
と
ア
ド
ン

南
部
管
区
本
部
長
は
話

す
。

　
こ
の
日
は
南
部
管
区

本
部
で
、
長
崎
克
明
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
海
上

保
安
庁
）
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
て
い

た
。Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
か
ら
は
、毎
年
多
く
の
職

員
が
日
本
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
に
参

加
。海
上
保
安
庁
の
技
術
を〝
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
〞で
実
感
し
て
お
り
、両
者

の
信
頼
関
係
は
厚
い
。「
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
は
、

ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、日
本
な
ど
の

主
要
な
海
上
保
安
組
織
に
足
を
運
び
、

自
分
た
ち
に
一
番
合
う
シ
ス
テ
ム
を
探

特集 海上保安
世界の海を守る

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
努
力
と
熱
意
に

は
頭
が
下
が
り
ま
す
」と
長
崎
専
門
家
。

巡
視
船
艇
の
老
朽
化
や
人
材
不
足
な
ど

の
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
周
辺
海

域
の
海
難
事
故
は
着
実
に
減
少
し
て
い

る
。「
地
域
の
人
々
や
漁
師
、
外
国
船
の

船
乗
り
な
ど
が
、
こ
の
海
を
安
全
に
通

過
で
き
る
こ
と
。私
た
ち
に
と
っ
て
は

そ
れ
が
最
大
の
喜
び
で
す
」
と
ア
ド
ン

本
部
長
は
力
強
い
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
南
部
の
港
町
ジ
ョ
ホ
ー
ル
・
バ
ル
か

ら
車
で
北
上
す
る
こ
と
約
６
時
間
、
北

東
部
に
あ
る
地
方
都
市
ク
ア
ン
タ
ン
に

や
っ
て
来
た
。海
の
安
全
の
将
来
を
担

う
海
上
保
安
官
の
育
成
の
地
だ
。

　
２
０
１
１
年
８
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
政

府
は
こ
の
街
の
郊
外
に
、Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
の

幹
部
と
一
般
隊
員
を
養
成
す
る
「
Ｍ
Ｍ

Ｅ
Ａ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
。海
上
保
安
組
織
の
底
上
げ
の
た
め

に
は
、
若
手
の
人
材
育
成
が
急
務
だ
っ

た
か
ら
だ
。総
額
２
８
０
億
円
の
建
設

費
用
は
す
べ
て
自
己
資
金
。ア
メ
リ
カ

や
日
本
の
教
育
施
設
の
視
察
を
重
ね
、

ア
ジ
ア
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
施
設
が

完
成
し
た
。

　
屋
外
の
プ
ー
ル
で
は
、
ち
ょ
う
ど
水

泳
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。海
を
相

手
に
す
る
海
上
保
安
官
に
と
っ
て
、
最

も
鍛
え
る
べ
き
ス
キ
ル
だ
。

　「
そ
こ
、フ
ォ
ー
ム
が
悪
い
ぞ
！
」

　「
そ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
じ
ゃ
、助
け
る
前

に
お
ぼ
れ
る
ぞ
！
」

　
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
教
官
の
厳
し
い

声
が
飛
ぶ
。海
上
保
安
官
と
し
て
の
使

命
感
だ
ろ
う
か
。ど
の
訓
練
生
の
表
情

も
真
剣
そ
の
も
の
。訓
練
期
間
は
９
カ

月
。携
帯
電
話
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も

な
い
。全
寮
制
で
の
生
活
だ
。「
こ
こ
で

学
ぶ
の
は
技
術
だ
け
で
は
な
い
。規
律

や
仲
間
意
識
な
ど
、
海
上
保
安
官
と
し

て
必
要
な
素
養
す
べ
て
で
す
。相
当
の

覚
悟
が
な
い
と
乗
り
越
え
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
話
す
の
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
所
長
の
タ
ハ
さ
ん
。プ
ロ
意
識
を

一
人
一
人
に
た
た
き
込
む
。

　「
国
を
守
る
仕
事
に
就
く
こ
と
。そ
れ

が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
し
た
」
と

話
す
の
は
、
幹
部
候
補
生
の
ナ
ス
ラ
ル

さ
ん
。航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
だ
っ

た
彼
は
、
26
歳
で
こ
の
道
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。「
将
来
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
の
称
号

を
も
ら
う
の
が
夢
で
す
。道
の
り
は
長

い
で
す
が
後
戻
り
は
で
き
な
い
。が
ん

ば
り
ま
す
」。
そ
う
語
る
瞳
の
奥
に
は
、

静
か
な
熱
い
思
い
が
見
え
た
。そ
し
て

セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性
の
訓
練
生
の
奮

闘
ぶ
り
も
光
る
。ま
だ
数
は
少
な
い
が
、

優
秀
な
人
材
ば
か
り
だ
。「
こ
こ
で
は
男

女
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。訓
練
の
メ

ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
男
性
と
一
緒
。同

じ
距
離
を
泳
ぎ
ま
す
し
、走
り
ま
す
」と

幹
部
候
補
生
の
ア
イ
ダ
さ
ん
は
笑
い
な

が
ら
話
す
。イ
ス
ラ
ム
教
国
で
の
彼
女

ら
の
活
躍
は
、
宗
教
を
も
超
え
た
揺
る

ぎ
な
い
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は

ア
ジ
ア
や
中
東
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
海

上
保
安
組
織
か
ら
訓
練
生
を
受
け
入
れ

る
こ
と
を
計
画
中
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
海
上

保
安
庁
と
協
力
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
方
針

だ
。「
海
上
保
安
の
分
野
で
は
対
応
す
べ

き
課
題
も
多
様
化
し
て
い
る
。こ
の
セ

ン
タ
ー
を
受
け
皿
に
、
日
本
も
含
め
て

若
手
の
海
上
保
安
官
同
士
の
交
流
を
活

性
化
で
き
れ
ば
」
と
長
崎
専
門
家
は
期

待
す
る
。

　
海
の
町
か
ら
首
都
へ
と
戻
り
、Ｍ
Ｍ

Ｅ
Ａ
の
航
空
基
地
へ
と
向
か
っ
た
。目

の
前
に
は
最
新
の
航
空
機
が
並
ぶ
。そ

の
運
用
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
支
援
を
受
け

て
い
る
そ
う
だ
。こ
の
航
空
基
地
を
統

括
す
る
の
は
、
海
軍
出
身
の
ベ
テ
ラ
ン

パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ノ
ル
ハ
イ
ザ
ド
航
空
基

地
長
。「
我
々
の
仕
事
は
、
一
つ
と
し
て

同
じ
も
の
は
な
い
。瞬
時
の
判
断
力
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。そ
れ
が
大
変
さ
で

も
あ
り
、や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
」と

語
る
。今
後
は
日
本
で
の
研
修
な
ど
を

通
じ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
レ
ス
キ
ュ
ー

の
技
術
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
い
う
。

　
こ
の
日
は
新
年
が
明
け
て
最
初
の
金

曜
日
。航
空
基
地
の
一
角
で
は
、夕
方
か

ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
。

海
上
保
安
官
の
仕
事
は
一
刻
一
秒
を
争

う
。常
に
神
経
を
張
り
つ
め
て
仕
事
を

し
て
い
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
信
頼
で
き

る
仲
間
と
ね
ぎ
ら
い
合
う
時
間
は
大
切

だ
。〝
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
〞
を
重
ん
じ
る
Ｍ

Ｍ
Ｅ
Ａ
。ど
の
施
設
を
訪
問
し
て
も
、

そ
こ
で
働
く
人
々
の
生
き
生
き
と
し
た

笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　「
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
が
設
立
さ
れ
て
８
年
、周

辺
海
域
で
の
事
故
や
海
賊
行
為
な
ど
は

少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。10
年
後

に
は
ア
ジ
ア
で
、
30
年
後
に
は
世
界
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
海
上
保
安
組
織
を
目

指
し
ま
す
」。Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ａ
の
ア
ム
ダ
ン
長

官
は
、そ
う
強
い
ま
な
ざ
し
で
語
る
。２

０
２
０
年
ま
で
に
先
進
国
入
り
を
目
指

す
マ
レ
ー
シ
ア
は
、日
本
に
と
っ
て
も
、

海
の
安
全
を
守
る
上
で
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
な
の
だ
。

　
世
界
を
つ
な
ぐ
海
の
た
め
に
―
。マ

レ
ー
シ
ア
の
海
上
保
安
官
た
ち
は
、
そ

の
思
い
を
一
つ
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

向
け
て
躍
進
を
続
け
て
い
く
。

何
か
が
起
こ
る
前
に

守
り
た
い

守
る
、救
う
、

あ
な
た
の
た
め
に

マレ ー シ ア

from MALAYSIA

海
の
未
来
を
支
え
る

若
手
保
安
官
を
育
て
る

マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
の
沿
岸
国
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

今
か
ら
８
年
前
、
新
た
な
海
上
保
安
組
織
を
設
立
し
た
。

す
べ
て
は
世
界
を
つ
な
ぐ
海
を
守
る
た
め
に
―
。

現
地
の
海
上
保
安
官
た
ち
の
地
道
な
取
り
組
み
と
、

そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
現
場
を
取
材
し
た
。
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現在、約4,200人体制で海の安全を守る
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１
万
８
０
０
０
を
超
え
る
島
々
か
ら

成
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
そ
の
広
大
な
海

域
は
、
国
際
的
な
海
上
交
通
の
要
所
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
ス
マ
ト
ラ
島
と
マ
レ

ー
半
島
の
間
に
挟
ま
れ
た
マ
ラ
ッ
カ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
だ
。
通
航
す
る
船

の
数
は
、
年
間
約
10
万
隻
。
日
本
が
輸

入
す
る
原
油
の
約
９
割
も
、
中
東
か
ら

こ
の
海
峡
を
通
過
し
て
運
ば
れ
て
く

る
。

　
し
か
し
、
こ
の
海
峡
は
全
長
約
１
０

０
０
キ
ロ
、
最
も
狭
い
と
こ
ろ
で
は
５

キ
ロ
し
か
幅
が
な
い
。
暗
礁
も
多
く
、

海
流
も
複
雑
だ
。
し
か
も
沿
岸
国
の
旅

世
界
の
貿
易
を
支
え
る

海
の
要
所
を
守
る

し
、
海
峡
全
体
を
く
ま
な
く
監
視
す
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
現
在
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
運
輸

省
海
運
総
局
を
中
心
に
海
上
交
通
保
安

を
行
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
、
関

係
省
庁
が
連
携
し
て
沿
岸
警
備
隊
を
設

立
す
る
予
定
だ
。

　
そ
し
て
、
船
の
安
全
を
守
る
上
で
欠

か
せ
な
い
の
が
、
船
舶
航
行
安
全
シ
ス

テ
ム（
Ｖ
Ｔ
Ｓ
）。船
舶
の
名
称
や
位
置

情
報
な
ど
を
自
動
的
に
認
識
す
る
装
置

や
レ
ー
ダ
ー
な
ど
を
沿
岸
や
島
に
設
置

し
、
そ
の
情
報
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
集
約
。
航
空
管
制
官
が
航
空

機
の
動
き
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
よ
う
に
、

船
の
動
き
を
把
握
す
る
も
の
だ
。
平
常

特集 海上保安
世界の海を守る

時
に
は
気
象
・
海
象
情
報
な
ど
を
提
供

し
て
海
難
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
浅
瀬

に
乗
り
上
げ
る
危
険
が
あ
る
と
き
は
無

線
で
警
告
し
て
回
避
さ
せ
る
な
ど
、
海

上
交
通
の
安
全
を
守
る
上
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
Ｖ
Ｔ
Ｓ
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
の
海
域
で
は
ま
だ
十
分
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
同
国
の
経
済
活
動
の

中
心
地
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
あ
る
ジ

ャ
ワ
島
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

海
峡
ま
で
距
離
が
あ
る
た
め
、
優
先
順

位
が
低
か
っ
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
ほ
か

の
２
カ
国
と
違
い
、
海
峡
の
沿
岸
が
湿

地
帯
や
入
り
組
ん
だ
地
形
で
設
備
の
建

設
が
難
し
い
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
２
０
０
９
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
に
位

置
す
る
バ
タ
ム
島
で
Ｖ
Ｔ
Ｓ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
支
援
。

24
時
間
体
制
で
海
を
〝
見
守
る
〞
た
め
、

Ｖ
Ｔ
Ｓ
を
正
し
く
運
用
で
き
る
人
材
の

育
成
も
支
援
し
て
い
る
。

　「
運
輸
省
海
運
総
局
の
職
員
は
こ
れ

ま
で
Ｖ
Ｔ
Ｓ
の
運
用
経
験
が
な
い
た

め
、
必
要
と
さ
れ
る
体
制
、
人
員
、
予

算
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
け
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
」。
海
上
保
安
庁
か
ら
派
遣
さ
れ

た
生
方
章
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
そ
う

話
す
。

客
フ
ェ
リ
ー
や
漁
船
な
ど
の
小
型
船
舶

が
、
大
型
船
舶
の
航
行
ル
ー
ト
に
入
り

込
む
こ
と
も
あ
り
、
衝
突
を
避
け
る
た

め
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
２
０
０
０
年
代
初
頭
に
頻
発

し
て
い
た
海
賊
行
為
は
い
っ
た
ん
減
少

し
た
も
の
の
、
近
年
は
ま
た
増
加
傾
向

に
。
沿
岸
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
協
力

海
を
守
る
の
は〝
人
〞の
力

　
そ
こ
で
重
要
と
な
っ
た
の
が
日
本
で

の
研
修
だ
。
日
本
の
海
上
保
安
庁
は
、

Ｖ
Ｔ
Ｓ
を
30
年
以
上
運
用
し
て
き
た
経

験
を
持
つ
。
そ
こ
で
、
海
運
総
局
航
行

援
助
局
長
、
計
画
部
長
、
予
算
部
長
、

人
事
教
育
担
当
職
員
ら
に
、
日
本
の
体

制
や
必
要
な
運
用
官
の
数
な
ど
を
自
ら

の
目
で
確
か
め
て
も
ら
う
こ
と
に
。
研

修
に
参
加
し
た
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
ト
ニ

ー
・
ブ
デ
ィ
オ
ノ
航
行
援
助
局
長
は
、

「
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
か
ら
船

舶
に
適
格
な
指
示
を
与
え
る
た
め
の
専

門
用
語
ま
で
、
長
年
の
運
用
経
験
を
持

つ
日
本
か
ら
学
べ
る
技
術
は
多
い
」
と

話
す
。

　
今
後
は
、
船
舶
交
通
の
ル
ー
ル
、
海

図
、
航
路
標
識
の
専
門
知
識
や
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
基
礎
訓
練
に
加

え
、
衝
突
事
故
を
回
避
で
き
た
事
例
を

取
り
入
れ
た
実
務
訓
練
を
行
う
予
定
。

す
べ
て
は
運
用
官
の
能
力
向
上
の
た
め

だ
。

　「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
Ｖ
Ｔ
Ｓ
の
運
用

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
人
材
の
育
成
も

一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
将
来
的

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
自
身
で
運
用
官

を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
は
教

官
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
い
」。
訓

練
や
研
修
な
ど
を
担
当
す
る
海
上
保
安

庁
の
西
分
竜
二
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
意

気
込
む
。

　
階
段
を
上
る
よ
う
に
、
一
歩
ず
つ
、
確

実
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
―
。

船
の
安
全
を
守
る
人
材
育
成
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

マラッカ・シンガポール海峡を通航するタンカー。
手前の黄色いブイが航路標識
（写真提供：公益財団法人マラッカ海峡協議会）

ジャカルタ

インドネシア運輸省海運総局の担当者が研修で日本を訪れ、海上保安庁のVTSシス
テムを学ぶ

日本の支援で供与された巡視艇。海上パトロールに役立っている
（写真提供：墨田川造船株式会社）

インド ネ シ ア

from INDONESIA

VTSオペレーションセンターには、
24時間体制で勤務する約30人
の運用官が必要

JICAの支援で建設されたVTS
オペレーションセンター。空港の
管制塔のような役割を果たす

海
峡
の
交
通
保
安
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

世
界
各
国
の
船
が
航
行
す
る
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
。

J
I
C
A
は
沿
岸
３
カ
国
の
一
つ
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
し
、
 

船
舶
航
行
安
全
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
人
材
の
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

インドネシア

マラッカ・シンガポール海峡

マレーシア

シンガポール
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織
強
化
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
だ
。

　
視
察
中
、
突
然
、
無
線
か
ら
東
京
湾

に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
が
浮
い
て
い
る
と
い

う
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
一
気
に
基
地

内
に
緊
張
感
が
走
る
。「
通
報
が
あ
っ

た
ら
速
や
か
に
出
動
す
る
。
常
に
万
全

の
体
制
で
臨
め
る
よ
う
、日
々
の
訓
練
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
強
化
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
」と
宮
下
悟
基
地
長
が
説
明
す
る
。

　
続
い
て
「
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部

羽
田
航
空
基
地
」
へ
。
い
ち
早
く
現
場

に
到
着
す
る
た
め
、
海
上
保
安
官
は
航

空
機
も
使
用
す
る
。「
機
材
の
点
検
は

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
行
っ
て
い
る

か
」「
足
り
な
い
部
品
の
補
充
は
誰
が

管
理
し
て
い
る
の
か
」。
次
々
と
質
問

を
投
げ
掛
け
る
研
修
員
た
ち
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
沿
岸
警
備
隊
の
パ
ブ
ロ
・
ゴ
ン
ザ

レ
ス
さ
ん
は
「
い
か
な
る
時
も
言
い
訳

が
で
き
な
い
仕
事
。
日
本
の
規
律
、
誇

り
、
技
術
を
見
習
い
た
い
」
と
話
し
て

特集 海上保安
世界の海を守る

い
た
。

　
こ
の
研
修
で
特
徴
的
な
の
は
、
日
本

の
海
上
保
安
官
３
人
が
補
助
講
師
と
い

う
立
場
で
、
研
修
員
と
す
べ
て
の
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
。
日
本
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
海
上
保
安
官
が
〝
共
に
〞
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
だ
。「
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

で
体
制
も
重
視
す
る
項
目
も
違
う
。
そ

の
情
報
を
共
有
し
合
え
る
の
は
意
義
深

い
」
と
、
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部

の
馬
場
典
夫
海
洋
情
報
監
理
課
長
は

話
す
。

　
海
の
安
全
を
守
る
縁
の
下
の
仕
事
。

そ
れ
が
も
う
一
つ
の
研
修
先
、
東
京
・

立
川
市
に
あ
る
「
海
上
保
安
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
」
だ
。
灯
台
な
ど
の
航
行
援

助
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
潜
水
士
が
装
備

す
る
機
材
の
開
発
、
海
洋
汚
染
物
質
の

分
析
、
船
員
手
帳
な
ど
の
偽
造
・
変
造

の
鑑
定
…
。試
験
研
究
部
門
を
設
置
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
海
上
保
安
の
仕

事
を
支
え
て
い
る
。

　
羽
田
か
ら
立
川
に
移
動
し
て
き
た
研

修
員
た
ち
は
、
ま
ず
は
〝
海
の
公
害
〞

の
検
査
部
門
を
見
学
。
海
の
汚
染
の
大

半
を
占
め
る
の
が
、
船
か
ら
流
出
す
る

燃
料
油
な
ど
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
海

上
に
浮
遊
す
る
油
の
採
集
方
法
、
油
処

理
剤
の
安
全
性
の
判
断
に
活
用
す
る
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

説
明
を
受
け
る
研
修
員
た
ち
。Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
、
ま
だ
ま
だ
普
及
が
進

ん
で
い
な
い
分
野
。
自
国
に
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
ち
帰
る
べ
く
、
全
員
が
熱
心

に
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
「
立
川
広
域
防

災
基
地
」
の
一
角
に
あ
り
、
災
害
発
生

時
に
は
、
警
察
、
消
防
、
海
保
、
自
衛

　
２
０
１
２
年
11
月
下
旬
の
東
京
―
。

冬
の
始
ま
り
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に
、

朝
か
ら
冷
た
い
風
が
吹
く
。
頭
上
に
広

が
る
の
は
真
っ
青
な
空
。
１
機
、
２
機

と
、航
空
機
が
雲
の
中
に
消
え
て
い
く
。

　
こ
の
日
の
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
羽

田
空
港
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
「
第
三
管

区
海
上
保
安
本
部
羽
田
特
殊
救
難
基

地
」。
こ
こ
に
は
、
日
本
の
海
上
保
安

官
の
中
で
も
、
高
度
な
救
難
技
術
を
有

す
る
精
鋭
た
ち
が
集
結
。
昨
年
夏
に
公

開
さ
れ
た
映
画
『
海
猿
』
の
最
新
作
の

舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
五
感
を
使
っ
て
、
日
本
の
海
上
保
安

官
か
ら
す
べ
て
を
吸
収
し
た
い
―
。
今

回
の
研
修
に
集
っ
た
の
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
５
カ
国
の

海
上
保
安
機
関
の
幹
部
た
ち
。
日
本
の

海
上
保
安
の
現
場
を
回
り
、
自
国
の
組

海
上
保
安
を

試
験
研
究
部
門
で
支
え
る

隊
な
ど
と
即
時
に
連
携
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に
お
け
る

セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
、
研
修
員
た
ち
は
「
大
災
害
の
時
に

は
組
織
間
の
連
携
が
カ
ギ
と
な
る
。
同

じ
敷
地
内
に
い
れ
ば
情
報
共
有
も
し
や

す
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
た
。

　
１
カ
月
か
け
て
、
呉
市
や
舞
鶴
市
の

教
育
施
設
、
横
浜
市
の
海
上
保
安
基
地

な
ど
も
視
察
し
た
研
修
員
た
ち
。
同
じ

釜
の
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
日
夜
、
議
論

を
交
わ
し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
海
上

保
安
組
織
は
、
今
ま
さ
に
成
長
の
過
程

に
あ
り
ま
す
。
勢
い
の
あ
る
彼
ら
と
時

間
を
共
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ

て
も
学
び
が
多
い
」
と
、
こ
の
研
修
の

企
画
・
運
営
を
担
当
し
た
海
上
保
安
庁

の
遠
山
純
司
さ
ん
は
話
す
。

　
苦
し
い
、
疲
れ
た
、
も
う
や
め
た
、

で
は
人
の
命
は
救
え
な
い
―
。こ
れ
は
、

羽
田
特
殊
救
難
基
地
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。

そ
れ
を
体
現
す
る
か
の
ご
と
く
、
日
本

の
、
世
界
の
海
の
安
全
を
守
る
た
め
、

海
上
保
安
官
た
ち
は
厳
し
い
訓
練
を
積

み
重
ね
て
い
る
。「
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

一
人
一
人
の
士
気
の
高
さ
が
素
晴
ら
し

い
。
こ
の
気
風
を
自
分
た
ち
の
組
織
に

も
持
ち
込
み
た
い
」
と
、
マ
レ
ー
シ
ア

海
上
法
令
執
行
庁
の
ヌ
ル
ル
・
ザ
カ
リ

ア
さ
ん
は
意
気
込
む
。

　
広
大
な
海
を
共
に
守
っ
て
い
く
―
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
を
通
じ
て
一
つ
に
な

っ
た
そ
の
思
い
が
、
海
を
超
え
て
、
さ

ら
に
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

近
年
、著
し
い
成
長
を
遂
げ
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）。

そ
の
国
々
の
海
上
保
安
官
は
、ア
ジ
ア
の
海
を
守
る〝
仲
間
〞だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
彼
ら
が
共
に
学
び
、理
解
を
深
め
合
え
る
よ
う
、

日
本
で
研
修
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

羽田航空基地の増田尚道・基地長とマレーシア海上法令執行庁のザカリアさん

ア セ ア ン

from ASEAN

灯台のレンズの修理方法についても細かく解説。灯台は海
の道しるべだ

研修で一堂に会したASEANと日本の
海上保安官。広島、京都、横浜、東京
を回り、海上保安関連施設を視察した

羽田特殊救難基地での研
修。設立の歴史や体制など
について講義を受け、施設
や機材を視察した

立川の海上保安試験研究センターでは、海上に浮遊する
油の検査方法について学んだ

共
に
学
び
、

共
に
進
む
た
め
に

日
本
と
A
S
E
A
N
の

合
同
研
修
を
実
施

インドネシア

マレーシア

フィリピン

ベトナム

カンボジア
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INDIA

DJIBOUTI

TANZANIA

ブチ沖の紅海とアデン湾は、ヨーロッパとアフリカ、アジア
を結ぶ海上交通の要所ですが、海賊行為を筆頭に、海
上での犯罪が多発しています。

　そこでジブチ政府は2010年、海上保安を担う新たな組織、ジブチ
沿岸警備隊（DCG）を創設しました。私は22年間勤めた海軍から
DCGに移り、海賊行為や密入国、密漁、密輸の取り締まり、海難救
助、海の環境保全など、多岐にわたる活動を展開しています。密漁
対策では、この2年間で50以上の漁船と200人以上の乗組員を取
り締まりました。ジブチは世界中の船が集まる国際港。自国の経済
発展のためにも、すべての船が安全に出入港できるよう、昼夜問わ
ず、徹底的に警備することが使命だと考えています。
　日本は私たちの組織を創設時から支えてくれています。海上保安
の体制づくりや技術強化など、JICA専門家から学ぶべき点は多い。
また、これまで複数のDCG職員がJICA九州の研修に参加していま
すが、日々の業務に必要な技術の習得に大変役立っています。今
後も世界の海を守る“パートナー”として、日本とは連携を強化してい
きたいと考えています。

沿岸のパトロールに活躍するDCGの巡視艇

東

海猿に聞く！ 世  界の海はこう守る特集 海上保安
世界の海を守る

世界の海を守るため、日々、　   汗を流す海上保安官がいる。
JICAと日本の海上保安庁とも連携を　   進める各国の“海猿”の思いを聞いた。

海に国境　   はない―。

新たな組織で
海上保安に取り組む

ワイス・ボゴール隊長

が強まり、次のステップとして、タンザニア海洋庁での
仕事を選びました。現在は主席航海士として、海賊の
取り締まりと海難救助を担当しています。
　我々の警備活動の成果もあり、周辺海域での海賊
行為は減少しています。でも最終的な目標は、その数
を“ゼロ”にすること。さらなる取り組みの強化が必要で
す。そこで昨年、自分の能力を磨きたいと思いJICA九
州の研修に参加。日本の海上保安官からみっちりと
講義や実習を受けられたのは、私にとって最高の学び
の機会でした。
　中でも海上保安庁の巡視船「いず」での乗船研修
は、日々の業務に直結するもの。昨年タンザニアに導
入されたばかりの自動船舶識別装置（AIS）の使い方、
船で火災が起こった時に使用する機材の装着方法、
人命を救うための心肺蘇生法など、海上保安分野の

アフリカに位置するタンザニアは、インド洋
に面しています。近年海賊が多発している
ソマリア沖・アデン湾にも近いため、海上保

安には長年力を入れてきました。私はかつて商船の乗
組員をしていましたが、海の安全を守りたいという思い

実践的な技術を
現場に生かす

ケン・チムウェジョさん

九州の研修に参加しました。特に勉強になったのが鑑識技術
の実習です。インドでは海上で犯罪が起こっても、警察が後か
ら指紋を採取しているのが現状。しかし不審船の調査に警察
が同行することはほとんどないため、その場で証拠を押さえるこ
とができず、解決に時間がかかっています。今回の研修を通じ
て日本の海上保安庁のように、我 も々鑑識技術を身に付けた
方が効率的だと実感しました。今後は日本で学んだノウハウ
を、インド沿岸警備隊はもちろん、警察など他の組織とも共有
し、連携を強化していきたいと考えています。

ンド軍で働いていた父の影響で、子どものころから
国を守る仕事に携わりたいと思っていました。そこで
選んだのが、海洋国家としてのインドを支える沿岸

警備隊。これまで19年間、商船や漁船が安全に航行し、インド
の経済活動が円滑に進むよう、仲間たちと協力し合いながら取
り組みを進めてきました。
　現在は、インド洋や近隣のソマリア沖・アデン湾での海賊行
為の取り締まりを強化しています。スリランカとも連携しながら
周辺海域でのパトロールを進めることで、その件数を大幅に減
らすことに成功しましたが、まだ十分とは言えません。
　そこで、日本の海上保安のノウハウを学ぶため、昨年JICA

実際に自分たちの指紋を採取しながら技術を学ぶ（中央）

他の組織との
連携強化を進める

ジブチ沿岸警備隊
Djibouti Coast Guard

タンザニア海洋庁
Surface and Marine Transport 
Regulatory Authority

救助活動に役立つ技術を学べました。この経験を生か
し、今後も海の安全・安心を守るため、組織が一体とな
り、より一層業務に励んでいきます。

プラディープ・クシャワハさん

インド沿岸警備隊
Indian Coast Guard

イ

ジ
日本の研修で、火災発生時に空気呼吸器を装着する訓練に参加した
チムウェジョさん（右から3人目）
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世
界
の
海
で
繰
り
返
さ
れ
る
海
賊
行

為
。
J
I
C
A
は
海
上
保
安
庁
と
共

に
、海
上
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
能
力
を

強
化
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
。

J
I
C
A
九
州
の
伊
藤
友
美
さ
ん
は
、

各
国
の
海
上
保
安
官
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
研
修
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

大
学
で
専
攻
し
て
い
た
開
発
経
済
学
の
理
解

を
深
め
よ
う
と
、
１
年
生
の
冬
休
み
に
タ
イ
で

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
約
１

カ
月
間
、
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
で
講
義
を
受
け
た

り
、
農
村
を
視
察
し
た
り
。
私
が
訪
問
し
た
農

村
で
は
、
ガ
ラ
ス
細
工
を
作
っ
て
売
る
こ
と
で

生
計
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
質
が
低
く
、
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
よ

う
で
し
た
。
よ
り
効
果
的
な
支
援
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
―
。
貧
困
の
原
因
は
一
つ

で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
人
間
開
発
部
。
特

に
思
い
入
れ
が
強
い
の
が
、
ア
フ
リ
カ
15
カ
国
を

対
象
に
５
Ｓ
※
を
推
進
す
る
「
き
れ
い
な
病
院
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　

ア
フ
リ
カ
の
病
院
で
は
医
療
機
器
や
患
者
の

カ
ル
テ
が
整
理
整
と
ん
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

治
療
や
診
察
に
不
便
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ア
フ
リ
カ
各
国
の
医
療
関
係

者
を
対
象
に
し
た
研
修
を
行
い
、
日
本
で
５
Ｓ

を
取
り
入
れ
て
い
る
病
院
や
、
す
で
に
５
Ｓ
が

定
着
し
て
い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
実
践
例
を
学
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
れ
だ
け
そ
の
場
で
５
Ｓ
を
伝
え

た
と
し
て
も
、
彼
ら
が
所
属
す
る
病
院
の
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
根
付
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
研
修
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

し
て
、
私
が
各
国
を
回
っ
て
５
Ｓ
の
意
義
を
広

め
る
こ
と
に
。
病
院
全
体
で
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
J
I
C
A
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
人
と
人
の
輪
が

広
が
り
、
世
界
中
に
日
本
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増

え
て
い
く
。
世
界
と
日
本
を
つ
な
ぐ
研
修
の
魅

力
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
で
、
20
コ
ー
ス
ほ
ど

の
国
内
研
修
の
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
、「
ア
ジ
ア
・
ソ
マ
リ
ア
周
辺
海
域

海
上
犯
罪
取
り
締
ま
り
研
修
」。
ア
ジ
ア
諸
国
と

海
を
接
す
る
九
州
の
知
見
を
生
か
し
、
10
年
以

上
続
い
て
い
ま
す
。
当
初
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
ソ
マ
リ
ア

沖
で
海
賊
被
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
０
０
６
年
以
降
は
中
東
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
も

研
修
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

海
賊
対
策
を
担
当
す
る
の
は
、海
軍
や
海
上
保
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JICA九州
研修業務課

伊藤 友美
ITO Tomomi

大学卒業後、2009年にＪＩＣA
に就職。人間開発部を経て、
2011年5月から現職。

研
修
で
生
ま
れ
る
人
の
輪
で

海
賊
対
策
を
強
化
し
た
い

研修の一環で横浜を訪れ、巡視船を視察した研修員と伊藤さん

人間開発部時代、5Sの導入を進めるため、タンザニア
の病院を回った伊藤さん（右端）

安
組
織
、
地
方
自

治
体
の
沿
岸
警
備

隊
な
ど
、国
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
。

研
修
員
の
知
識
や

技
能
、学
び
た
い

こ
と
に
も
差
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
海
上
保
安

組
織
の
強
化
か

ら
、
海
賊
船
の
立

ち
入
り
検
査
の
手

順
ま
で
、
で
き
る
だ
け
す
べ
て
の
研
修
員
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
毎
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
研
修
は
日
本
の
海
上
保
安
庁
と

の
連
携
な
し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
日
々
の

業
務
で
多
忙
な
皆
さ
ん
で
す
が
、
途
上
国
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
は
一
つ
。
密
に
連
絡
を

取
り
合
い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
や
講
師
の

依
頼
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

帰
国
し
た
研
修
員
が
日
本
で
学
ん
だ
技
術
を

組
織
に
広
め
て
い
る
と
報
告
を
く
れ
た
時
、
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
研
修
で
伝
え
た

こ
と
が
、
各
国
で
根
付
き
、
将
来
的
に
は
大
き

な
力
と
な
っ
て
ほ
し
い
―
。
今
後
も
人
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
海
賊
対
策
に
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

From Kyushu

タ
イ
で
目
の
当
た
り
に
し
た

国
際
協
力
の
課
題

ア
フ
リ
カ
各
国
の

研
修
員
と
つ
な
が
っ
た
輪

海
上
保
安
庁
と
の
連
携
が
支
え
る

海
賊
取
り
締
ま
り
研
修

※整理・整とん・清掃・清潔・しつけの略。
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12
月
３
〜
14
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
海
外
メ
デ
ィ
ア
本

邦
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ

や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
15
人
を
日
本

に
招
き
、
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
の
運
営
・
管
理
技
術
、

中
小
企
業
の
海
外
展
開
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を

取
材
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
最
も
高
い
関
心
を
示
し
た
の
が
、
日
本

の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
関
連
技
術
で
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

１
日
１
６
０
０
万
人
以
上
も
の
乗
客
が
利
用
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
に
正
確
で
安
全
な
運
行

を
実
現
す
る
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
）。
そ
の
運
営
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
維
持

管
理
の
技
術
に
つ
い
て
、「
自
分
た
ち
の
国
も
見
習

い
た
い
」
と
、多
く
の
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

0203
「
国
際
協
力
中
学
生・高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」

入
賞
者
発
表

　

２
０
１
３
年
１
月
、日
本
政
府
は「
外
貨
返

済
型
円
借
款
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　

円
借
款
は
、技
術
協
力
、無
償
資
金
協
力

と
と
も
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
ス
キ
ー
ム
の
一つ
。

開
発
途
上
国
に
比
較
的
緩
や
か
な
条
件
で
開

発
資
金
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
、水
、電
力
、

運
輸
交
通
な
ど
の
経
済
社
会
基
盤
の
整
備
か

ら
、感
染
症
対
策
や
環
境
保
全
ま
で
、多
様

化
す
る
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
向
け
て
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
円
借
款
の
貸
し
付
け
は

円
建
て
で
行
わ
れ
、返
済
通
貨
も
円
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、借
入
国
側
は
返

済
の
た
び
に
円
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、外
国
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
リ
ス
ク
に

つ
い
て
の
懸
念
を
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、こ
の
１
月
か
ら
、円

借
款
の
返
済
が
米
ド
ル
建
て
で
も
可
能
と
な

る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

従
来
米
ド
ル
を
軸
に
対
外
債
務
管
理
を
行
っ

て
き
た
国
や
、港
湾
や
空
港
な
ど
米
ド
ル
建

て
の
収
入
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
な
ど
に
お
い

て
は
返
済
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
で
、同
制

度
の
積
極
的
な
活
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま

た
、円
借
款
の
魅
力
が
向
上
す
る
こ
と
で
、イ

ン
フ
ラ
事
業
を
強
み
と
す
る
日
本
企
業
の
海

外
進
出
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
新
制
度
の
導
入
に
向
け

て
、２
０
１
１
年
６
月
、委
員
会
の
設
立
に
加

え
て
、企
画
部
を
中
心
と
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
立
ち
上
げ
、商
品
設
計
、新
シ
ス
テ
ム
構

築
に
向
け
た
準
備
、通
貨
ス
ワ
ッ
プ
を
含
む
米

ド
ル
資
金
の
調
達
や
管
理
の
方
法
、会
計
処

理
方
法
、リ
ス
ク
管
理
な
ど
の
詳
細
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

円
借
款
で
円
以
外
の
通
貨
を
取
り
扱
う
の

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
。円
借

款
が
よ
り
効
果
的
な
開
発
の
手
法
と
し
て
、

借
入
国
に
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
国
際
協
力
中

学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
２
」。

海
外
在
住
者
も
含
め
た
日
本
の
中
学
生
・
高
校
生

が
、
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
を
通
じ
て
、
世
界
と
日
本
の
つ

な
が
り
や
開
発
途
上
国
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
一
人
一
人
が
ど
う
行
動
す
べ
き
か
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
中
学
生
の
部
は
４
万
４
４
５
９
点
、
高
校

生
の
部
は
２
万
８
７
３
６
点
、
総
勢
７
万
３
１
９
５
点

の
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

〔
中
学
生
の
部
〕

●
岐
阜
市
立
長
森
南
中
学
校
３
年　

柳
原
未
奈
さ
ん

　
「
瞳
の
輝
き
」

●
松
山
市
立
北
中
学
校
３
年　

白
石
南
名
聖
さ
ん

　
「
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
」

外貨返済型の円借款の導入で、より効果的な支援を目指す 01

円借款で建設を支援したスリランカの港（上）とインドネシアの地熱発電
所（下）。新制度の導入により、国づくりの基盤となるインフラ整備の促
進を目指す

　

ま
た
、
海
外
展
開
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
例

と
し
て
、
電
動
バ
イ
ク
製
造
販
売
の
株
式
会
社
テ
ラ

モ
ー
タ
ー
ズ
、
水
質
浄
化
剤
を
製
造
販
売
す
る
日

本
ポ
リ
グ
ル
株
式

会
社
な
ど
を
取

材
。
参
加
者
は
、

「
日
本
の
技
術
は

途
上
国
の
課
題
解

決
に
大
い
に
役
立

つ
。
世
界
各
地
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
拡

大
し
て
ほ
し
い
」と

期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

●
神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校
１
年

　

大
須
賀
詩
織
さ
ん

　
「
一
本
の
釣
り
糸
か
ら
」

〔
高
校
生
の
部
〕

●L
e
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e
a
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n
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C
ollege of the P

acific 

３
年　

奥
谷
紘
子
さ
ん

　
「
未
来
を
創
る
支
援
」

●
聖
霊
女
子
短
期
大
学
付
属
高
等
学
校
３
年

　

石
岡
沙
保
さ
ん

　
「
未
来
の
担
い
手
と
し
て
」

●
静
岡
県
立
清
水
東
高
等
学
校
３
年

　

城
内
香
葉
さ
ん

　
「
繋
が
っ
て
い
く
」

　

そ
の
他
の
受
賞
者
一
覧
は
、
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ

ば
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/hiroba/m

enu/essay/
index.htm

l

途
上
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
の
技
術
を
取
材

ＪＲ東日本総合車両センターで車両点検の
現場を取材する海外メディアの記者



を
研
究
し
て
い
た
。
青
年
海
外
協
力
隊
を
知
っ
た
の
は
、
野

生
動
物
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
で
、
ア
フ
リ
カ
の

ザ
ン
ビ
ア
を
訪
れ
た
時
。
国
立
公
園
で
活
動
し
て
い
た
協
力

隊
員
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。「
野
生
動
物
の
保
護
管
理

に
取
り
組
む
協
力
隊
員
の
話
を
聞
き
、
密
猟
が
起
こ
る
背
景

に
は
、
貧
困
な
ど
開
発
途
上
国
な
ら
で
は
の
課
題
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
」。

自
分
の
専
門
を
生
か
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い―

。
意
を
決
し
て
協
力
隊
に
応
募
し
、
２
０
１
１
年
、

パ
ラ
オ
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
配
属
先
は
、
水
産
資
源
局
で
希
少
な
生
き
物
の
生
息
地
を

保
護
・
管
理
す
る
絶
滅
危
惧
海
洋
生
物
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
部

門
。
ウ
ミ
ガ
メ
、
ジ
ュ
ゴ
ン
、
イ
リ
エ
ワ
ニ
を
主
な
保
全
の

対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
パ
ラ
オ
の
人
々
に
と
っ
て
古

く
か
ら
な
じ
み
の
深
い
動
物
。
昔
話
に
出
て
き
た
り
、
骨
や

甲
羅
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
使
わ
れ
た
り
も
す
る
。
現
在
、

ジ
ュ
ゴ
ン
の
捕
獲
は
法
的
に
全
面
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
生

息
環
境
の
破
壊
や
密
猟
な
ど
で
、
そ
の
数
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
る
。
観
光
客
に
も
人
気
の
動
物
だ
け
に
、
パ
ラ
オ
の
観

光
業
へ
の
影
響
も
大
き
い
。

　
そ
こ
で
、
日
名
さ
ん
が
取
り
組
ん
だ
の
が
野
生
動
物
の
生

態
調
査
。
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
生
息
す
る
の
か
、
ど
ん
な
行
動

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の
か
を
調
べ
、
そ
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る

こ
と
で
効
果
的
な
保
全
計
画
に
生
か
し
て
い
く
。
し
か
し
、

自
然
の
中
に
生
き
る
動
物
を
調
査
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
夜
通
し
ワ
ニ
を
探
し
続
け
た
こ
と

も
あ
れ
ば
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
状
況
を
調
べ
よ
う
と
い
く
つ

も
の
砂
浜
を
回
っ
た
こ
と
も
。
何
と
言
っ
て
も
自
然
が
相
手

の
た
め
、
調
査
対
象
の
動
物
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ

世
界
の
貴
重
な

野
生
動
物
を
守
り
た
い
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た
り
、
海
が
荒
れ
て
調
査
場
所
に
た
ど
り
着
く
の
も
や
っ
と

だ
っ
た
り…

。｢

で
も
、
そ
ん
な
苦
労
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
が

無
事
に
ふ
化
し
て
い
る
の
を
見
た
ら
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
い

ま
し
た｣

と
日
名
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
一
番
苦
労
し
た
の
は
ジ
ュ
ゴ
ン
の
調
査
だ
っ
た
。
そ
も
そ

も
生
息
数
が
少
な
い
た
め
、
発
見
す
る
こ
と
さ
え
難
し
か
っ

た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
日
名
さ
ん
は
パ
ラ
オ
に
住
む
人
々
、
そ

し
て
こ
の
国
を
訪
れ
る
観
光
客
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と

に
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
の
観
光
遊
覧
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
ツ
ア

ー
を
主
催
し
て
い
る
会
社
を
回
っ
て
協
力
を
依
頼
し
、
海
で

野
生
動
物
を
発
見
し
た
ら
情
報
提
供
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働

き
か
け
た
の
だ
。｢

野
生
動
物
の
調
査
は
根
気
の
い
る
作
業
。

現
地
の
人
々
の
協
力
な
し
に
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た｣

と
日
名
さ
ん
は
話
す
。

　
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
活
動
２
年
目

に
は
ジ
ュ
ゴ
ン
の
解
剖
と
い
う
重
要
な
仕
事
を
任
さ
れ
た
。

「
パ
ラ
オ
の
自
然
保
護
官
か
ら
〝
コ
ウ
ジ
の
こ
と
を
信
頼
し

て
い
る
か
ら
任
せ
る
〞と
言
っ
て
も
ら
え
、
励
み
に
な
り
ま

し
た
」。
ジ
ュ
ゴ
ン
の
保
全
に
向
け
、
死
が
い
を
解
剖
し
て

死
因
を
調
査
し
た
。

　
さ
ら
に
日
名
さ
ん
は
、
野
生
動
物
の
保
全
に
は
パ
ラ
オ
の

人
々
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
と
、
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
ん

だ
。
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
ブ
ー
ス
を
出

し
、
イ
リ
エ
ワ
ニ
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
標
本
を
使
っ
て
生
態
を
分

か
り
や
す
く
説
明
。「
実
際
に
見
て
触
れ
る
こ
と
で
き
、
子

ど
も
た
ち
は
興
味
が
わ
い
た
よ
う
で
す
。
密
猟
を
止
め
る
に

は
人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
き
っ
か
け
づ

く
り
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」。

　
今
年
１
月
に
活
動
を
終
え
帰
国
し
た
日
名
さ
ん
は
、
協
力

隊
の
経
験
を
生
か
し
、
人
と
野
生
動
物
が
共
存
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

青
空
の
下
に
広
が
る
白
い
砂
浜
、
青
く
透
き
通
っ
た
海―

。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
東
へ
約
７
５
０
キ
ロ
、
楽
園
の
よ
う
な
光

景
の
国
パ
ラ
オ
。
緑
豊
か
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
広
が
る
３
０
０

余
り
の
島
々
を
取
り
囲
む
の
は
、
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
だ
。
そ

こ
に
集
ま
っ
て
く
る
の
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
。
色
と

り
ど
り
の
魚
、
イ
ル
カ
、
マ
ン
タ
、
サ
メ…

。
ウ
ミ
ガ
メ
や

ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど
、
密
漁
な
ど
で
生
息
数
が
減
少
し
、
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
た
動
物
も
い
る
。
そ
の
保
護
に
向
け
て
活
動
し

た
の
が
日
名
耕
司
さ
ん
だ
。

大
学
院
で
は
獣
医
学
を
専
攻
し
、
ア
ザ
ラ
シ
の
生
態
な
ど

1981年京都府出身。大学院で
獣医学を専攻し、2011年1月か
ら2年間、青年海外協力隊（生
態調査）としてパラオで活動。

PROFILE

a.ジュゴンの死がいを発見し、死因を調査するために解剖を行った
b.人家の近くでワニが発見された場合、わなで捕獲して離れた場所に放す活動も行った。捕獲用のわなを補修する日名さん
c.ジュゴンの骨の標本の作り方を同僚に伝え、環境教育に生かしてもらう
d.油まみれで漂っていたウミガメを保護し、油を洗い流した後に海へ返した

日
名
　
耕
司

JICA 
Volunteer  

Story

b a

�
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
B
�

HINA
Koji

さん

「
人
と
野
生
動
物
が
共
存
で
き
る

  

社
会
を
つ
く
り
た
い
」

手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
、太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
パ
ラ
オ
。

日
名
耕
司
さ
ん
は
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、パ
ラ
オ
の
人
々
と
野
生
動
物
保
護
に
取
り
組
ん
だ
。

現
地
の
人
々
と

地
道
に
積
み
重
ね
た
調
査

ウミガメの卵がふ化した巣穴を掘り起こし、殻から産卵数やふ化の確率を調査する日名さん（左）

パラオ

d

c

マルキョク



ア
フ
リ
カ
西
部
に
位
置
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
。
街
を
歩
く
と
、
道
端
に
放
置
さ
れ
て
い

る
自
動
車
が
目
に
付
く
。
し
か
も
、
よ
く
見

る
と
、
窓
ガ
ラ
ス
が
な
か
っ
た
り
タ
イ
ヤ
が

取
れ
て
い
た
り…

。
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
車

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

ガ
ソ
リ
ン
や
オ
イ
ル
な
ど
が
も
れ
出
す
危
険

が
あ
る
。

こ
う
し
た
廃
車
も
き
ち
ん
と
処
理
す
れ
ば
、

エ
ン
ジ
ン
や
ハ
ン
ド
ル
、
タ
イ
ヤ
な
ど
の
部

品
を
再
利
用
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
車
体

に
使
わ
れ
て
い
る
鉄
や
ア
ル
ミ
と
い
っ
た
素

材
も
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
だ
。

日
本
は
ご
み
減
量
化
の
徹
底
を
目
指
し
、

２
０
０
５
年
に
「
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源

化
等
に
関
す
る
法
律
（
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

法
）」
が
施
行
さ
れ
、
車
体
の
９
割
以
上
が
部

品
や
原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

に
は
〝
自
動
車
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
〞
と
い
う
概
念
は
な

い
。
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た

の
が
、
石
川
県
に
本
社
を
構

え
る
会
宝
産
業
株
式
会
社
。

１
９
６
９
年
の
創
業
以
来
、

自
動
車
を
解
体
し
て
取
り
出

し
た
中
古
部
品
を
、
世
界
69

カ
国
で
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
国
際
協
力
に
生
か
せ
な

い
か―

。
同
社
は
、
03
年
に
全
国
の
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｒ
Ｕ
Ｍ
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
設
立
。
開
発
途
上
国
の
政
府

関
係
者
や
自
動
車
販
売
業
者
な
ど
を
日
本
に

招
き
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
話
し

合
う
「
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
会
議
」
や
、
２
０

１
２
年
の
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（
リ

オ
＋
20
）」
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
普
及
に
力
を
注
い
で

き
た
。

　
そ
し
て
今
、
会
宝
産
業
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

で
社
の
強
み
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

目
指
し
て
い
る
。
08
年
の
「
国
際
リ
サ
イ
ク

ル
会
議
」
で
同
国
の
現
状
に
つ
い
て
知
っ
た

の
が
き
っ
か
け
。
８
０
０
０
台
も
の
廃
車
が

放
置
さ
れ
て
い
る
首
都
ア
ブ
ジ
ャ
に
工
場
を

建
設
し
、
現
地
の
人
々
と
共
に
運
営
し
て
い

く
計
画
だ
。

　
し
か
し
、
同
社
が
海
外
で
工
場
を
操
業
す

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。「
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

事
情
に
詳
し
い
わ
け
で
も
な
く
、
単
独
で
の

事
業
展
開
の
リ
ス
ク
は
大
き
か
っ
た
。
そ
こ

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
思
っ

た
の
で
す
」
と
馬
地
克
哉
専
務
取
締
役
。
２

０
１
２
年
３
月
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
準
備

調
査
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
）※

を
活

用
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
に
奔
走
し

て
い
る
。

　「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
こ
れ
ま
で
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
に
は
な
か
っ
た
発
想
。
お
互
い
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
必
要
な
情
報
が
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
苦
労
も
多
い
。

そ
こ
で
週
に
１
回
は
テ
レ
ビ
会
議
で
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
り
、
３
カ
月
に
一
度
は
必
ず
現

地
を
訪
れ
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
顔
を
見
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
意
志

疎
通
を
図
っ
て
い
ま
す
」
と
馬
地
さ
ん
は
話

す
。

　
調
査
の
結
果
、
廃
車
は
首
都
の
車
両
管
理

局
か
ら
入
手
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
部
品
や

原
材
料
は
、
地
元
の
販
売
業
者
や
製
鉄
所
と

連
携
し
て
販
売
で
き
る
可
能
性
が
見
え
て
き

た
。
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ

を
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、
現
地
の
投
資
会
社

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
を

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
根
付
か
せ
る

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

立
派
な
資
源
に

自動車リサイクル技術をアフリカへ

と
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
工
場
の
建
設
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
工
場
を
運
営
す
る
人
材
の
育
成
も

欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

を
担
当
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
自
動
車
評
議
会

（
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
の
行
政
官
や
、
自
動
車
解
体
の
技

術
者
を
対
象
に
日
本
で
研
修
を
実
施
。
会
宝

産
業
の
研
修
施
設
で
、
廃
油
や
ガ
ス
の
処
理

方
法
か
ら
工
場
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
、
社

員
が
一
か
ら
伝
え
て
い
る
。

　
研
修
に
参
加
し
た
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
ワ
フ
ォ
ー
ル
・

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
は
、「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
が
根
付
け
ば
、
街
の
環
境
や
景
観
が
良
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
雇
用
が
生
ま
れ
、
地
元
の
人
々
の
生
計
向

上
、
経
済
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

　「
将
来
的
に
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
が
全
宝
産

業
の
部
品
調
達
や
販
売
ル
ー
ト
の
一
つ
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
は
、
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。
そ
う
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

馬
地
さ
ん
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
自
動
車
を

〝
宝
〞
に
変
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
普
及
さ
せ
る
べ

く
、
会
宝
産
業
の
挑
戦
は
続
く
。

会宝産業株式会社

プロジェクトの開始時、アブジャで開かれた
ミーティングには150人ほどが集まった

経済の中心地ラゴスにある自動車部品を販
売する市場。国内で統一された自動車リサイ
クルに関する法律や制度はない

※年間３,０００ドル以下で暮らすＢＯＰ層（Base of the Pyramid）を対象にした
ビジネス展開の調査を支援する制度。

石川県にある研修施設「国際リサイクル教育
センター」（IREC）で、車両から部品を取り出
す技術を学ぶナイジェリア人の技術者

使われなくなった自動車を解体し、回収した部品を再利用する―。
石川県に拠点を置く会宝産業株式会社は、
廃車の不法投棄が深刻なナイジェリアで

自動車リサイクル事業をJICAと協働で進めている。

会宝産業では車両
の情報をオンライン
で管理。車両を見
ながらそのシステム
について説明を受
ける研修員

アブジャ
ラゴス

ナイジェリア

１日約15台の解体ができるよう、日本の研修を通じて効率的かつ正確な技術の習
得を目指す
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長
い
口
ば
し
、
広
げ
る
と
２
メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
大
き
な
翼
。
日
本
に
生
息
す
る
鳥
の

中
で
は
最
大
級
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
ひ
ら
り

と
田
ん
ぼ
に
舞
い
降
り
る
。
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ

エ
ル
な
ど
の
え
さ
を
探
し
に
き
た
よ
う
だ
。

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
、
こ
ん
な
風
景
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
日
本
各
地
の
里
山
で
目

に
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
。
し
か
し
、
明
治
以
降

は
乱
獲
や
土
地
開
発
に
よ
る
生
息
地
の
破
壊

が
進
み
、
農
薬
の
影
響
で
田
畑
か
ら
も
え
さ

が
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、

そ
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
豊
岡
市
を
中
心
に
広
が
る
豊
岡
盆
地
は
、

江
戸
時
代
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
と
し

て
有
名
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
１

９
５
０
年
代
か
ら
住
民
の
間
で
保
護
活
動
が

始
ま
り
、
60
年
代
か
ら
は
独
自
に
人
工
飼
育

を
開
始
。
71
年
に
日
本
国
内
の
野
生
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
豊
岡
市

は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
人
工
繁
殖
を
続
け
、

89
年
に
初
め
て
ヒ
ナ
が
誕
生
。
そ
の
後
、
順

調
に
数
を
増
や
し
、
２
０
０
５
年
以
降
は
育

て
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
野
生
に
返
し
、
今
は
約

60
羽
が
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
み
や
す
い
環
境
を
取
り

戻
し
た
い―

。
豊
岡
市
は
02
年
か
ら
農
薬
や

化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
ず
、
一
年
中
、
田
ん

ぼ
に
水
を
張
っ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
〝
え
さ
〞

を
は
ぐ
く
む
農
法
を
推
進
。
自
然
の
生
き
物

を
守
る
大
切
さ
を
広
め
る
べ
く
、
市
民
に
対

す
る
環
境
教
育
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
２
０
１
０
年
、
同
市
の
こ
の
取
り

組
み
を
中
国
に
伝
え
る
こ
と
に
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
か
つ
て
中
国
に
も
多
く
生
息
し
て
い
た

が
、
農
村
で
は
農
薬
に
よ
る
水
質
汚
染
が
深

刻
で
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
そ
の
事
実
を
知
っ
た
兵
庫
県
と
豊
岡

市
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を

通
じ
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
環
境
教

育
の
普
及
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
。

　
協
力
の
対
象
は
慈
渓
市
庵
東
鎮
。
杭
州
湾

を
挟
ん
で
上
海
の
対
岸
に
位
置
し
、「
杭
州

湾
新
区
」
と
し
て
政
府
か
ら
有
機
農
業
の
推

進
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
綿
花

や
大
豆
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
農
業
が
盛
ん
で
、

市
と
村
が
連
携
し
、
環
境
改
善
に
積
極
的
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
地
域
だ
。

　
こ
の
地
に
有
機
農
業
を
根
付
か
せ
、
か
つ

て
生
息
し
て
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
戻
っ
て
く

る
環
境
を
取
り
戻
す―

。
兵
庫
県
の
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
農
業
技
術
員
を
専
門
家

と
し
て
庵
東
鎮
に
派
遣
し
、
試
験
的
に
作
ら

れ
た
水
田
で
農
業
技
術
を
指
導
。
ま
た
、
日

本
で
の
研
修
で
は
慈
渓
市
の
行
政
官
や
農
業

技
術
員
が
豊
岡
市
を
訪
れ
て
実
践
例
を
学
ん

だ
。

　「
稲
を
植
え
る
と
き
は
ど
れ
く
ら
い
の
間

隔
が
必
要
で
す
か
？
」「
農
薬
を
使
わ
ず
に
、

ど
の
よ
う
に
害
虫
を
抑
え
て
い
ま
す
か
？
」。

慈
渓
市
の
農
業
技
術
員
の
意
欲
は
高
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
が
飛
ぶ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

統
括
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
と
農
の
研
究
所
の

倉
石
寛
さ
ん
は
、「
言
葉
が
分
か
ら
な
く
て

も
、
研
修
員
と
豊
岡
市
の
農
家
が
身
ぶ
り
手

ぶ
り
で
理
解
し
合
っ
て
い
る
の
を
見
て
驚
き

ま
し
た
。農
業
機
械
や
農
協
の
仕
組
み
な
ど
、

豊
岡
市
に
来
て
新
た
に
知
っ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
」
と
振
り
返
る
。

　
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
特
に
力
を
入

れ
た
の
が
環
境
教
育
だ
。
中
国
で
は
、
小
学

校
高
学
年
で
自
分
が
住
む
地
域
の
歴
史
や
自

然
環
境
な
ど
を
学
ぶ
「
地
域
学
習
」
の
授
業

が
あ
る
。
そ
こ
で
庵
東
鎮
の
小
学
校
の
校
長

を
中
心
に
、
慈
渓
市
の
職
員
も
巻
き
込
ん
で

副
読
本
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
杭
州
湾
の

水
環
境
、
生
態
系
や
食
物
連
鎖
の
仕
組
み
、

豊
岡
市
の
有
機
農
業
な
ど
を
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
を
使
っ
て
解
説
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
使
っ
て
、
庵
東
鎮
の
小
学
校
で
豊

岡
市
の
小
学
校
教
員
が
環
境
教
育
の
授
業
を

実
施
。
さ
ら
に
慈
渓
市
の
教
育
担
当
者
が
豊

岡
市
の
小
学
校
で
授
業
を
視
察
し
、
環
境
教

育
の
指
導
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
子
ど
も
た

ち
が
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
れ
ば
、
地
域

全
体
で
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
下
地
が
で

き
る
は
ず
だ
。

　
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
の
三
笠
孔
子

課
長
は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
存
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
県
や
市
、
農
協
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
、
そ
し
て
市
民

が
力
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
ぐ
る

み
の
取
り
組
み
を
中
国
で
も
参
考
に
し
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。
そ
の
願
い
は
海

を
超
え
、
中
国
の
人
々
に
届
い
て
い
る
。

人
と
自
然
の
共
生
を
表
す

シ
ン
ボ
ル
を
掲
げ
て

同
じ
思
い
を
共
有
し
て

地
域
を
変
え
る

面積697.66㎢。人口約8万５千
人。海、山、川など豊かな自然の恵み
を生かし、農林水産業が盛ん。人と自
然の共生を目指して長年コウノトリの
保護に取り組み、環境整備や啓発
活動を実施。友好都市であるモンゴ
ル・バヤンホンゴル県ボグド郡などと
国際交流事業も行っている。

豊岡市

コウノトリを　呼び戻す環境づくりを

庵東鎮に試験的に作られた水田で、稲の付き方や生物を調査する兵庫県の専門家

豊岡市内の営農組合を
訪れ、農業用トラクター
に興味を示す慈渓市の
農業技術員（右手前） 豊  岡  市

豊岡市の水田に降り立ったコウノトリ。人とコウノトリが生活圏を共有する風景がまた見られる
ようになった

庵東鎮の小学校で環境教育の授業を行う豊岡市立城崎小学校の教員（中央）

プロジェクトで作成した環境教育
の副読本。写真やイラスト入りで
分かりやすく子どもたちに大人気

※プロジェクト報告会を開催！　
日時：2月19日（火）13時半～15時　会場：じばさんTAJIMA（但馬地域地場産業振興センター）会議室2階　第1交流センター

［  兵  庫  県  ］

コウノトリの飛来地として知られる兵庫県豊岡市。
有機農業の普及や環境教育を通じて、

コウノトリと人が共存できる社会をつくる―。
そのノウハウを中国の慈渓市に伝えている。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

30

兵庫県

豊岡市
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教
だ
ん
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
担
任
の
先

生
で
は
な
い
。
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
進
学

ド
リ
ー
ム
コ
ー
ス
の
生
徒
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

留
学
生
だ
。

岡
山
学
芸
館
高
校
で
は
、
毎
年
数
人
の
留

学
生
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
タ

イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
研
修
旅
行
。
訪
問
先

の
一
つ
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア

ッ
プ
に
あ
る
日
本
語
学
校
と
の
交
流
事
業
と

し
て
始
ま
っ
た
。

留
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

を
地
域
に
も
還
元
し
た
い
―
。
そ
う
考
え
た

武
縄
久
美
子
先
生
が
生
徒
た
ち
と
相
談
し
、

た
ど
り
着
い
た
の
が
小
学
校
で
の
〝
出
前
授

業
〞
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
が
き
ち

ん
と
〝
知
る
〞
こ
と
が
大
切
。
青
年
海
外
協

力
隊
経
験
者
に
よ
る
講
義
な
ど
を
通
じ
て
、

開
発
途
上
国
の
現
状
を
学
ん
で
い
る
。

そ
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
、
授
業
の
計
画

づ
く
り
だ
。「
ゲ
ー
ム
を
使
え
ば
楽
し
み
な
が

ら
学
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
？
」「
ク
メ
ー
ル

語
に
も
興
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」。
留
学

生
と
も
相
談
し
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
う
。

「
準
備
期
間
に
も
、
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り

ま
す
」
と
武
縄
先
生
は
話
す
。

「
な
ぜ
日
本
の
子
ど
も
は
働
か
な
い
の
？
」

　
そ
う
留
学
生
に
質
問
さ
れ
、
誰
も
答
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

家
族
の
た
め
に
働
く
と
い
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

現
実
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
日
本
の
常

識
が
世
界
で
は
違
う
―
。
発
見
の
日
々
だ
。

小
学
校
で
授
業
を
し
た
池
田
実
樹
さ
ん
は
、

「
人
に
説
明
す
る
の
が
苦
手
な
の
で
正
直
不
安

で
し
た
。
で
も
や
り
終
え
た
時
に
は
達
成
感

が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
途
上
国
の

現
状
や
文
化
の
違
い
を
知
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
を
誰
か
に
伝
え
、
教
え
る
力
が
自

然
と
身
に
付
い
て
い
る
。

出
前
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
た
め
に
何
か
し
た
い
！
と
い
う
声
が
西
大

寺
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
上
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
日
本
語
学
校
の
授
業
に
使
っ
て
も

ら
お
う
と
、
50
音
表
や
す
ご
ろ
く
な
ど
を
作

「
今
日
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
貿
易

ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し
ょ
う
！
」

紙
、
は
さ
み
、
定
規
な
ど
が
配
ら
れ
、
自

動
車
や
シ
ャ
ツ
、
バ
ナ
ナ
な
ど
の
形
に
紙
を

切
っ
て
色
を
塗
り
、〝
商
品
〞
を
作
る
。
商
品

ご
と
に
値
段
が
決
ま
っ
て
お
り
、
一
番
稼
い

だ
グ
ル
ー
プ
が
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
だ
。

「
あ
れ
、
こ
こ
に
は
紙
し
か
な
い
の
に
、
隣

の
グ
ル
ー
プ
は
は
さ
み
を
持
っ
て
る
よ
」

「
あ
っ
ち
に
は
定
規
も
あ
る
み
た
い
」

そ
う
、
実
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
配
ら
れ

る
紙
の
量
や
道
具
の
数
が
違
う
。
道
具
が
多

い
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
商
品
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
紙
し
か
な
い
グ
ル
ー
プ

は
…
。
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
貿
易
の〝
格

差
〞
を
実
感
す
る
ゲ
ー
ム
。
岡
山
市
立
西
大

寺
小
学
校
の
６
年
生
の
授
業
の
ひ
と
こ
ま
だ
。

る
こ
と
に
。
岡
山
学
芸
館
高
校
の
生
徒
た
ち

が
、
毎
年
の
研
修
旅
行
の
時
に
現
地
に
届
け

て
い
る
。

「
最
初
は
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
不
安
で
し
た

が
、
小
さ
な
女
の
子
が
日
本
語
で
〝
あ
り
が

と
う
〞
と
言
っ
て
く
れ
た
。〝
あ
り
が
と
う
〞

が
あ
ん
な
に
素
敵
な
言
葉
に
思
え
た
の
は
初

め
て
で
す
」。
横
山
百
々
代
さ
ん
は
そ
う
振
り

返
る
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
、
国
や
言
語
が
違
っ
て
も
理
解
し

合
え
る
と
学
び
ま
し
た
」
と
野
田
京
花
さ
ん

は
話
す
。

帰
国
後
、小
学
校
で
報
告
会
を
行
う
と
、「
私

が
作
っ
た
す
ご
ろ
く
を
使
っ
て
く
れ
て
い

る
！
」「
あ
の
表
を
教
室
に
張
っ
て
く
れ
た
ん

だ
ね
」
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が

っ
た
。「
誰
か
の
役
に
立
て
た
と
実
感
で
き
る

と
、
小
学
校
の
先
生
た
ち
か
ら
も
好
評
で
す
」

と
武
縄
先
生
は
喜
ぶ
。

高
校
生
と
小
学
生
が
共
に
学
び
、
行
動
す

る
―
。
岡
山
か
ら
世
界
を
思
い
や
る
心
が
は

ぐ
く
ま
れ
て
い
る
。

高
校
生
が
先
生
に
な
っ
て

国
際
貢
献

カ
ン
ボ
ジ
ア
の

た
め
に
で
き
る
こ
と

小学校での出前授業でカンボジアのことを伝える岡山学芸館高校の生徒と留学生

出
前
授
業
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
と

日
本
を
つ
な
ぐ

留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、

国
際
交
流
に
力
を
入
れ
る
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
留
学
生
と
共
に
、

地
元
の
小
学
生
に
国
際
理
解
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

小学生に貿易ゲームのやり方を教える生徒。授業中のちょっとしたハプニングも大きな経験に

［上］研修旅行で留学生の出身校の授
業を見学
［下］小学生が作ったすごろくで遊ぶカン
ボジアの子どもたち

February 2013                         2627                         February 2013

世界とつながる
教室



本
の
経
済
成
長
に
貢
献
す
る〝
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
〞を
育
て
る
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
日
本
の
民
間
企
業
の
人

材
育
成
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た「
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
企
業
側
の
要
望
に
よ

り
柔
軟
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、応

募
者
の
年
齢
の
上
限
を
満
40
歳
か
ら
満
69

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
定
。
短
期

派
遣
も
可
能
に
す
る
な
ど
の
制
度
変
更
を

行
っ
た
。

　
こ
の
制
度
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
１
２
年

度
に
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
も
の
。長

引
く
デ
フ
レ
や
景
気
低
迷
、新
興
国
で
の
市

場
拡
大
な
ど
を
背
景
に
、日
本
国
内
で
は

海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
検
討
す
る
企
業

が
増
加
し
て
い
る
。そ
こ
で
急
が
れ
る
の
が

そ
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
。し
か

し
、資
金
や
人
材
に
限
り
の
あ
る
中
小
企
業

に
と
っ
て
、社
内
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。日
本
企
業
の
海
外
展

開
に
向
け
て
、若
手
社
員
や
管
理
職
な
ど
を

青
年
海
外
協
力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
開
発
途
上
国
に
派
遣
す
る
こ
と

で
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
へ
の
貢
献
を
目

指
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
退
職
せ
ず
に
参
加
で
き
る

「
現
職
参
加
制
度
」が
あ
っ
た
も
の
の
、派
遣

国
や
派
遣
期
間
な
ど
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、必
ず
し
も
企
業
側
の
ニ

ー
ズ
と
は
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
。こ
の
よ
う

な
背
景
を
受
け
て
新
設
さ
れ
た「
民
間
連

携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」で
は
、派
遣
期
間
が

１
〜
２
年
の
間
で
調
整
可
能
。さ
ら
に
企
業

日
日本企業の
海外展開を助ける
グローバル人材を育成

イベント

ODA政策

側
の
要
望
を
踏
ま
え
た
上
で
、派
遣
国
や
活

動
内
容
、職
種
な
ど
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き

る
よ
う
に
し
た
点
が
特
徴
だ
。そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
に
対
す
る〝
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
派
遣
〞を

可
能
に
し
た
こ
と
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
の
場
と
し
て
活
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
中
小
企
業
の
場
合
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
社
員（
満
60
歳
ま

で
）の
基
本
給
や
賞
与
、社
会
保
険
料
、退

職
給
与
引
当
金
な
ど
の
大
半
が
補
て
ん
さ

れ
る
ほ
か
、従
来
と
同
様
、参
加
社
員
に
対

し
て
は
、現
地
で
の
生
活
費
や
往
復
渡
航
費

が
支
給
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、草
の
根
レ
ベ

ル
に
入
り
込
み
、現
地
の
人
々
と
協
力
し
合

い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。し
か
し
、途
上
国
は
日
本
の
よ
う
に

生
活
や
職
場
の
環
境
が
必
ず
し
も
整
備
さ

知
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
地
域
と

し
て
注
目
が
高
ま
る
ア
フ
リ
カ
。豊

富
な
天
然
資
源
や
人
材
を
求
め
て
、
海
外
か

ら
の
投
資
や
経
済
活
動
が
活
発
化
し
、
近
年

飛
躍
的
に
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

　
し
か
し
日
本
か
ら
は
地
理
的
に
も
遠
く
、

い
ま
だ
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
身
近
な
地
域

と
は
言
え
な
い
。

　
そ
ん
な
ア
フ
リ
カ
の
姿
を
〝
日
本
と
の
幅

広
い
か
か
わ
り
〞
を
通
じ
て
日
本
国
民
に
伝

え
た
い
―
。外
務
省
は
ア
フ
リ
カ
で
活
動
す

る
日
本
人
が
撮
影
し
た
写
真
を
集
め
た
『
ア

フ
リ
カ
写
真
展
「
成
長
す
る
ア
フ
リ
カ
と
日

本
」』を
昨
年
秋
か
ら
開
催
し
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
で
国
際
協
力
に
携
わ
る
日
本

人
、
日
本
の
団
体（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、
援
助
機

関
な
ど
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
を
展
示
。

昨
年
10
月
に
東
京
の
日
比
谷
公
園
で
開
催

さ
れ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
１
２
」を
皮
切
り
に
、
名
古
屋
の「
ワ
ー

ル
ド
・
コ
ラ
ボ
・
フ
ェ
ス
タ
」、「
沖
縄
国
際

協
力
・
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
で
、
巡

回
展
示
を
実
施
し

て
き
た
。

　
今
後
は
２
月
に

大
阪
で
開
催
さ
れ

る
「
ワ
ン
・
ワ
ー
ル

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」、６
月
の「
第
５

回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
T
I
C
A

D
V
）」で
も
展
示

が
予
定
さ
れ
て
い

る
。 未

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
常
識
が

通
用
し
な
い
中
で
、そ
の
土
地
の
言
葉
を
話

し
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
う
し
た
活

動
を
経
て
現
地
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
な

が
ら
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
加
え
、創
意
工

夫
力
、企
画
力
、精
神
力
、忍
耐
力
、語
学

力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
っ
て
い

く
。

　
ま
た
、日
本
企
業
か
ら
の
参
加
者
が
増
え

れ
ば
、途
上
国
に
対
し
て
よ
り
効
果
的
な
支

援
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、現
地
の
事
情

に
通
じ
た
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。今
回
の
制
度
改
善
で「
民
間
連
携
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」へ
の
関
心
が
高
ま
り
、よ
り

多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

国際会議
「民間連携ボランティア制度」

「アフリカ写真展」

“成長するアフリカ”を感じる

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

2
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え
る

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」。現
在
、そ
の
後
に
続
く「
ポ
ス
ト
２
０

１
５
年
開
発
目
標（
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」の
策

定
に
向
け
て
議
論
が
進
行
中
だ
。

　
２
０
１
２
年
12
月
13
、14
日
に
は
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
バ
リ
で「
ポ
ス
ト
２
０
１
５
年
開
発

目
標
に
関
す
る
ア
ジ
ア
地
域
会
合
及
び
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
開

催
さ
れ
た
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
、２
０
１
５

年
ま
で
に
達
成
が
難
し
い
項
目
も
多
い
。今

後
の
人
口
増
加
な
ど
も
踏
ま
え
て
、新
た
な

目
標
を
考
え
る
上
で
若
者
を
含
め
た
よ
り

幅
広
い
層
を
巻
き
込
む
重
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領

も
、「
よ
り
包
括
的
で
多
面
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　
こ
の
会
合
に
出
席
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
渡
邉

正
人
理
事
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」の
意

義
な
ど
、日
本
が
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て

現地の人 と々共に活動し、コミュニケーション能力などを磨くJICAボラン
ティアの経験は、グローバル人材の育成につながる
（撮影：［上］今村健志朗、［下］菅原アラセ）

「ポストMDGs」

新たな開発目標の策定に向けて
世界が始動！

重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

手
掛
け
る
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
も
紹
介
し
た
。政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
ほ
か
、途
上
国
間
の
南
南
協
力
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。

　
ま
た
、１
月
７
〜
９
日
に
は
韓
国
・
ソ
ウ

ル
で
若
者
と
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
会
合
も

開
催
さ
れ
た
。国
連
も
一
般
向
け
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、現
場
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
優
先
課
題
を
吸
い
上
げ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。さ
ら
に
多
様

化
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、ポ
ス
ト

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
策
定
に
向
け
て
国
際
社
会
か
ら

幅
広
く
意
見
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
国
連
の
潘
基
文
事
務
総
長
の
諮
問
グ
ル

ー
プ「
ポ
ス
ト
２
０
１
５
年
開
発
目
標
に
関

す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
」は
、５
月
末
に
そ
の

議
論
を
集
約
し
た
報
告
書
を
発
表
予
定
。

日
本
も
他
の
国
際
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
考
え
だ
。

「MY World プロジェクト」

ポストMDGsの策定に向けて、一般市民から
の声を募集中。集まった意見は国連での検討
プロセスにも活用される。興味のある方は、
www.myworld2015.org/に今すぐアクセス！

成長するアフリカ賞

［個人］ 寺平依子さん

［団体］ ＮＰＯ法人ハーベストタイム

元気なアフリカ賞

［個人］ 中村公隆さん

［団体］ 公益財団法人日本財団

アフリカ絆賞

［個人］ 樋野芳樹さん

［団体］ 認定ＮＰＯ法人難民を助ける会

民間連携ボランティア制度

募集時期：随時

選　　考：社内選考を経て、JICAで書類選考、面
接、語学力審査を実施。派遣国、要請内容、職
種、派遣機関などは、企業のニーズを踏まえて決定

派遣期間：長期は原則１～2年、短期は原則3～
10カ月程度（1年未満）

派遣前訓練・研修：参加必須

家族随伴：40歳以上（シニア海外ボランティア）で
1年以上の長期派遣の場合は可

所属先補てん：中小企業については適用可

問：JICA青年海外協力隊事務局 参加促進・進路
支援課（jvpc@jica.go.jp）

成長するアフリカ賞

「学びの意欲」 寺平依子さん

元気なアフリカ賞

「日本の技術でこんなに穫ったぞ―！」 中村公隆さん

アフリカ絆賞

「STOP AIDS！」 認定NPO法人難民を助ける会

12月にバリで開催された会合。ポストMDGsの策定に向けて、
アジア諸国で情報共有を図った
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地球ギャラリー vol.53

Rwanda
［ルワンダ］

写真・文＝今村健志朗（写真家）

パイナップルを栽培する女性。首から下げている
ケースには携帯電話が入っていた

地球ギャラリー vol.53

や
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
が
圧
倒
的
な
存
在
感
だ

が
、中
古
車
が
多
く
、排
気
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
が
心
配
だ
。

　
首
都
を
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、黄
色

い
ポ
リ
タ
ン
ク
を
載
せ
た
自
転
車
と
す
れ

違
っ
た
。蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
く

る
の
は
、首
都
の
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
だ

け
。わ
き
水
が
一
般
的
な
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、

水
源
は
丘
の
ふ
も
と
に
あ
る
。丘
の
上
に

住
む
人
々
は
、水
く
み
の
た
め
に
毎
日
坂

を
上
り
下
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
東
部
の
ブ
ゲ
セ
ラ
郡
に
は
、古
き
良
き

日
本
の
よ
う
な
美
し
い
田
園
風
景
が
広

が
る
。

　
農
民
は
素
朴
で
い
た
っ
て
真
面
目
。整

然
と
並
ぶ
水
稲
の
草
取
り
は〝
人
の
手
〞

で
、地
道
に
行
わ
れ
て
い
る
。物
事
に
コ

ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
ル
ワ
ン
ダ
人
の
性

格
は
日
本
人
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、ル
ワ
ン
ダ
の
コ
メ
作
り
の
歴

史
は
ま
だ
浅
く
、品
質
や
生
産
性
は
低
い
。

さ
ら
に
、収
穫
を
担
保
に
し
た
信
用
取
引

を
政
府
が
中
止
す
る
な
ど
、農
家
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

　
そ
ん
な
中
、近
年
勢
い
を
見
せ
る
の
が
、

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）だ
。主
に
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、電

子
送
金
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、ソ
フ

ト
開
発
を
す
る
と
い
う
も
の
。起
業
家
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、10
代
の
若
者
た
ち
の
関

心
も
高
い
。ま
さ
に〝
旬
〞の
職
業
な
の

だ
。

　
日
本
発
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
も
、じ
わ

じ
わ
と
キ
ガ
リ
に
定
着
し
始
め
て
い
る
。

株
式
会
社
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ル
は
、真
下
か
ら
見
上
げ
る
と
青
空
が
反

射
し
、な
ん
と
も
美
し
い
。

　
タ
ワ
ー
周
辺
に
は
、貴
金
属
や
高
級
ブ

ラ
ン
ド
品
を
扱
う
店
が
並
ぶ
。携
帯
シ
ョ

ッ
プ
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、ガ
ラ
ス
の
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
は
、Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ａ
や
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
の
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。店
員

に
よ
れ
ば「
日
本
製
は
品
質
は
い
い
け
ど
、

値
段
も
高
い
か
ら
手
が
出
な
い
」。自
動
車

で
は
、日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ

　「
千
の
丘
の
国
」と
呼
ば
れ
る
ル
ワ
ン

ダ
。首
都
キ
ガ
リ
市
内
で
も
ひ
と
き
わ
高

い
丘
に
は
、キ
ガ
リ
・
シ
テ
ィ
ー
・
タ
ワ
ー

が
そ
び
え
立
つ
。民
族
対
立
や
虐
殺
を
逃

れ
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
た
人
々
が
、祖
国

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
し
た
と
い

う
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。19
階
建
て
で
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
。市
内
唯
一
の
超
高
層
ビ

ルワンダ復興の象徴とも言われるキガリ・シティー・タワー

ョ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、ル
ワ
ン
ダ
に
現
地

法
人
を
設
立
。微
生
物
を
利
用
し
た
ト
イ

レ
の
消
臭
剤
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。独

自
に
開
発
し
た
液
体
を
ト
イ
レ
の
便
槽
に

入
れ
る
だ
け
で
、臭
い
が
消
え
、た
ま
っ
た

汚
物
の
減
量
に
も
な
る
と
い
う
。こ
れ
か

ら
確
実
に
需
要
が
期
待
で

き
る〝
ス
マ
ー
ト
な
〞衛
生

ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

　
約
20
年
前
、わ
ず
か
３
カ

月
で
１
０
０
万
人
規
模
の

虐
殺
が
起
こ
り
、小
さ
な
国

土
が
真
っ
赤
な
血
に
ま
み

れ
た
ル
ワ
ン
ダ
。そ
ん
な
悲

し
い
歴
史
を
背
負
い
な
が

ら
も
、今
や
、〝
ア
フ
リ
カ
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〞と
呼
ば
れ

る
ほ
ど〝
ス
マ
ー
ト
〞な
国

に
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
る
。

首都 ： キガリ
面積 ： 約2.63万ｋ㎡ 
人口 ： 約1,090万人（2011年）
言語 ： キニアルワンダ語、英語、フランス語
宗教 ： キリスト教、イスラム教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 570ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ナイロビやブリュッセルなどで乗り
継ぐのが一般的。
通貨 ： ルワンダ・フラン（RWF）　1RWF＝約0.138円（2013年1月
現在）
気候 ： 3～5月、10～11月が雨期、12～2月、6～8月が乾期。東部
のサバンナ地域では年間を通して温暖で、平均気温は25～27度。

ルワンダ料理
牛肉のトマト煮込み

「イソーシ・インニャマ」

　ルワンダの朝の始まりは、パンと砂糖いっ
ぱいのミルクティー。食パンやコッペパンな
どをミルクティーに浸して食べるのがルワン
ダ流だ。
　昼食と夕食は、主食とおかずを一つの
皿に盛りつけて食べる“メランジェ”スタイ
ルが一般的。主食は、ジャガイモやサツマ
イモ、甘くない料理用バナナ、水に塩を加
えて炊いたごはん、キャッサバ粉やトウモロ
コシ粉を水で溶いて練った「ウガリ」などさ

まざま。おかずはタマネギやニンジン、ホウ
レンソウなどの野菜を煮込んだものが多
く、味付けにはトマトを使うのがポイントだ。
この定番のトマト煮込みをベースに、ピー
ナツの粉や干し魚を加えてアレンジしても
おいしい。
　客が来たときや誕生日、クリスマスなど
特別な日に欠かせないのは、肉のトマト煮
込み「イソーシ・インニャマ」だ。現地語でイ
ソーシがソース、インニャマが肉という意
味。ルワンダでは、お祝いごとには牛肉が
よく使われる。たっぷりのトマトで煮込み、ロ
ーズマリーやニンニク、セロリが隠し味。酸
味が絶妙に効いたまろやかな味わいで、
どの主食にもよく合う人気料理だ。

【材料（4人前）】
牛肉400ｇ／タマネギ・ニンジン・ピーマ
ン各2分の1個／トマト4個／トマトペー
スト30ｇ／A：ローズマリー適量・ニンニ
ク1片・セロリ（みじん切り）10ｇ／コンソ
メ1個／塩少々
【作り方】
１．牛肉を浸るくらいの水で軟らかくなる
まで煮込み、取り出して煮汁を取って
おく。

２．1の牛肉を、油をひいた別の鍋に入
れて表面に焼き色をつける。

３．2にタマネギ（薄切り）、ニンジン（イ
チョウ切り）、ピーマン（千切り）、Aを
加え、野菜が軟らかくなるまで炒める。

4．3にトマト（乱切り）を入れて10分炒
め、トマトペーストを加えてさらに10分
炒める。

5．4に1の煮汁を入れ、コンソメ、塩で味
を整えて10分煮込んだら出来上が
り。

移動販売に来たオーガニック・ソリューションズのスタッフがメガホンで住民を呼び集める

あぜ道を仲良く並んで歩く子どもたち

除草機を押すと羽が回転
し、土に空気を送り込める
仕組みになっている

容器に入った消臭剤から
はほのかに甘い香りが

子どもたちの瞳にこの国の未来はどう映っているのだろうか

サッカーのオンラインゲームに熱中する若者。若い世代のICTへの関心は高い

地球ギャラリー vol.53

変
化
と
伝
統
の
中
で

キガリ市内の丘陵地に所狭しと建ち並ぶ民家

20リットルの水が入ったタンクを自転車に載せて長い坂を
上る

遊水池でくんだ水を運ぶ女性や子どもたち。地方部では安全な水を手に入れることも容易ではない

店頭にはスマートフォンや携帯電話がぎっしり並べられている

お祝いがある日には、大人数分を大きな鍋で作る 取材協力：木下和恵（青年海外協力隊）

キガリ
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Rwanda
［ルワンダ］

写真・文＝今村健志朗（写真家）

パイナップルを栽培する女性。首から下げている
ケースには携帯電話が入っていた

地球ギャラリー vol.53

や
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
が
圧
倒
的
な
存
在
感
だ

が
、中
古
車
が
多
く
、排
気
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
が
心
配
だ
。

　
首
都
を
出
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、黄
色

い
ポ
リ
タ
ン
ク
を
載
せ
た
自
転
車
と
す
れ

違
っ
た
。蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
く

る
の
は
、首
都
の
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
だ

け
。わ
き
水
が
一
般
的
な
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、

水
源
は
丘
の
ふ
も
と
に
あ
る
。丘
の
上
に

住
む
人
々
は
、水
く
み
の
た
め
に
毎
日
坂

を
上
り
下
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
東
部
の
ブ
ゲ
セ
ラ
郡
に
は
、古
き
良
き

日
本
の
よ
う
な
美
し
い
田
園
風
景
が
広

が
る
。

　
農
民
は
素
朴
で
い
た
っ
て
真
面
目
。整

然
と
並
ぶ
水
稲
の
草
取
り
は〝
人
の
手
〞

で
、地
道
に
行
わ
れ
て
い
る
。物
事
に
コ

ツ
コ
ツ
と
取
り
組
む
ル
ワ
ン
ダ
人
の
性

格
は
日
本
人
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、ル
ワ
ン
ダ
の
コ
メ
作
り
の
歴

史
は
ま
だ
浅
く
、品
質
や
生
産
性
は
低
い
。

さ
ら
に
、収
穫
を
担
保
に
し
た
信
用
取
引

を
政
府
が
中
止
す
る
な
ど
、農
家
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
。

　
そ
ん
な
中
、近
年
勢
い
を
見
せ
る
の
が
、

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）だ
。主
に
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、電

子
送
金
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、ソ
フ

ト
開
発
を
す
る
と
い
う
も
の
。起
業
家
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、10
代
の
若
者
た
ち
の
関

心
も
高
い
。ま
さ
に〝
旬
〞の
職
業
な
の

だ
。

　
日
本
発
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
も
、じ
わ

じ
わ
と
キ
ガ
リ
に
定
着
し
始
め
て
い
る
。

株
式
会
社
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ル
は
、真
下
か
ら
見
上
げ
る
と
青
空
が
反

射
し
、な
ん
と
も
美
し
い
。

　
タ
ワ
ー
周
辺
に
は
、貴
金
属
や
高
級
ブ

ラ
ン
ド
品
を
扱
う
店
が
並
ぶ
。携
帯
シ
ョ

ッ
プ
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、ガ
ラ
ス
の
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
は
、Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ａ
や
Ｓ

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
の
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。店
員

に
よ
れ
ば「
日
本
製
は
品
質
は
い
い
け
ど
、

値
段
も
高
い
か
ら
手
が
出
な
い
」。自
動
車

で
は
、日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ

　「
千
の
丘
の
国
」と
呼
ば
れ
る
ル
ワ
ン

ダ
。首
都
キ
ガ
リ
市
内
で
も
ひ
と
き
わ
高

い
丘
に
は
、キ
ガ
リ
・
シ
テ
ィ
ー
・
タ
ワ
ー

が
そ
び
え
立
つ
。民
族
対
立
や
虐
殺
を
逃

れ
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
た
人
々
が
、祖
国

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
し
た
と
い

う
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。19
階
建
て
で
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
。市
内
唯
一
の
超
高
層
ビ

ルワンダ復興の象徴とも言われるキガリ・シティー・タワー

ョ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、ル
ワ
ン
ダ
に
現
地

法
人
を
設
立
。微
生
物
を
利
用
し
た
ト
イ

レ
の
消
臭
剤
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。独

自
に
開
発
し
た
液
体
を
ト
イ
レ
の
便
槽
に

入
れ
る
だ
け
で
、臭
い
が
消
え
、た
ま
っ
た

汚
物
の
減
量
に
も
な
る
と
い
う
。こ
れ
か

ら
確
実
に
需
要
が
期
待
で

き
る〝
ス
マ
ー
ト
な
〞衛
生

ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

　
約
20
年
前
、わ
ず
か
３
カ

月
で
１
０
０
万
人
規
模
の

虐
殺
が
起
こ
り
、小
さ
な
国

土
が
真
っ
赤
な
血
に
ま
み

れ
た
ル
ワ
ン
ダ
。そ
ん
な
悲

し
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歴
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を
背
負
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な
が

ら
も
、今
や
、〝
ア
フ
リ
カ
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
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呼
ば
れ

る
ほ
ど〝
ス
マ
ー
ト
〞な
国

に
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
る
。

首都 ： キガリ
面積 ： 約2.63万ｋ㎡ 
人口 ： 約1,090万人（2011年）
言語 ： キニアルワンダ語、英語、フランス語
宗教 ： キリスト教、イスラム教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 570ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ナイロビやブリュッセルなどで乗り
継ぐのが一般的。
通貨 ： ルワンダ・フラン（RWF）　1RWF＝約0.138円（2013年1月
現在）
気候 ： 3～5月、10～11月が雨期、12～2月、6～8月が乾期。東部
のサバンナ地域では年間を通して温暖で、平均気温は25～27度。

ルワンダ料理
牛肉のトマト煮込み

「イソーシ・インニャマ」

　ルワンダの朝の始まりは、パンと砂糖いっ
ぱいのミルクティー。食パンやコッペパンな
どをミルクティーに浸して食べるのがルワン
ダ流だ。
　昼食と夕食は、主食とおかずを一つの
皿に盛りつけて食べる“メランジェ”スタイ
ルが一般的。主食は、ジャガイモやサツマ
イモ、甘くない料理用バナナ、水に塩を加
えて炊いたごはん、キャッサバ粉やトウモロ
コシ粉を水で溶いて練った「ウガリ」などさ

まざま。おかずはタマネギやニンジン、ホウ
レンソウなどの野菜を煮込んだものが多
く、味付けにはトマトを使うのがポイントだ。
この定番のトマト煮込みをベースに、ピー
ナツの粉や干し魚を加えてアレンジしても
おいしい。
　客が来たときや誕生日、クリスマスなど
特別な日に欠かせないのは、肉のトマト煮
込み「イソーシ・インニャマ」だ。現地語でイ
ソーシがソース、インニャマが肉という意
味。ルワンダでは、お祝いごとには牛肉が
よく使われる。たっぷりのトマトで煮込み、ロ
ーズマリーやニンニク、セロリが隠し味。酸
味が絶妙に効いたまろやかな味わいで、
どの主食にもよく合う人気料理だ。

【材料（4人前）】
牛肉400ｇ／タマネギ・ニンジン・ピーマ
ン各2分の1個／トマト4個／トマトペー
スト30ｇ／A：ローズマリー適量・ニンニ
ク1片・セロリ（みじん切り）10ｇ／コンソ
メ1個／塩少々
【作り方】
１．牛肉を浸るくらいの水で軟らかくなる
まで煮込み、取り出して煮汁を取って
おく。

２．1の牛肉を、油をひいた別の鍋に入
れて表面に焼き色をつける。

３．2にタマネギ（薄切り）、ニンジン（イ
チョウ切り）、ピーマン（千切り）、Aを
加え、野菜が軟らかくなるまで炒める。

4．3にトマト（乱切り）を入れて10分炒
め、トマトペーストを加えてさらに10分
炒める。

5．4に1の煮汁を入れ、コンソメ、塩で味
を整えて10分煮込んだら出来上が
り。

移動販売に来たオーガニック・ソリューションズのスタッフがメガホンで住民を呼び集める

あぜ道を仲良く並んで歩く子どもたち

除草機を押すと羽が回転
し、土に空気を送り込める
仕組みになっている

容器に入った消臭剤から
はほのかに甘い香りが

子どもたちの瞳にこの国の未来はどう映っているのだろうか

サッカーのオンラインゲームに熱中する若者。若い世代のICTへの関心は高い

地球ギャラリー vol.53
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と
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で

キガリ市内の丘陵地に所狭しと建ち並ぶ民家

20リットルの水が入ったタンクを自転車に載せて長い坂を
上る

遊水池でくんだ水を運ぶ女性や子どもたち。地方部では安全な水を手に入れることも容易ではない

店頭にはスマートフォンや携帯電話がぎっしり並べられている

お祝いがある日には、大人数分を大きな鍋で作る 取材協力：木下和恵（青年海外協力隊）
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現
地

法
人
を
設
立
。微
生
物
を
利
用
し
た
ト
イ

レ
の
消
臭
剤
を
製
造
販
売
し
て
い
る
。独

自
に
開
発
し
た
液
体
を
ト
イ
レ
の
便
槽
に

入
れ
る
だ
け
で
、臭
い
が
消
え
、た
ま
っ
た

汚
物
の
減
量
に
も
な
る
と
い
う
。こ
れ
か

ら
確
実
に
需
要
が
期
待
で

き
る〝
ス
マ
ー
ト
な
〞衛
生

ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

　
約
20
年
前
、わ
ず
か
３
カ

月
で
１
０
０
万
人
規
模
の

虐
殺
が
起
こ
り
、小
さ
な
国

土
が
真
っ
赤
な
血
に
ま
み

れ
た
ル
ワ
ン
ダ
。そ
ん
な
悲

し
い
歴
史
を
背
負
い
な
が

ら
も
、今
や
、〝
ア
フ
リ
カ
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
〞と
呼
ば
れ

る
ほ
ど〝
ス
マ
ー
ト
〞な
国

に
変
ぼ
う
し
つ
つ
あ
る
。

首都 ： キガリ
面積 ： 約2.63万ｋ㎡ 
人口 ： 約1,090万人（2011年）
言語 ： キニアルワンダ語、英語、フランス語
宗教 ： キリスト教、イスラム教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 570ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ナイロビやブリュッセルなどで乗り
継ぐのが一般的。
通貨 ： ルワンダ・フラン（RWF）　1RWF＝約0.138円（2013年1月
現在）
気候 ： 3～5月、10～11月が雨期、12～2月、6～8月が乾期。東部
のサバンナ地域では年間を通して温暖で、平均気温は25～27度。

ルワンダ料理
牛肉のトマト煮込み

「イソーシ・インニャマ」

　ルワンダの朝の始まりは、パンと砂糖いっ
ぱいのミルクティー。食パンやコッペパンな
どをミルクティーに浸して食べるのがルワン
ダ流だ。
　昼食と夕食は、主食とおかずを一つの
皿に盛りつけて食べる“メランジェ”スタイ
ルが一般的。主食は、ジャガイモやサツマ
イモ、甘くない料理用バナナ、水に塩を加
えて炊いたごはん、キャッサバ粉やトウモロ
コシ粉を水で溶いて練った「ウガリ」などさ

まざま。おかずはタマネギやニンジン、ホウ
レンソウなどの野菜を煮込んだものが多
く、味付けにはトマトを使うのがポイントだ。
この定番のトマト煮込みをベースに、ピー
ナツの粉や干し魚を加えてアレンジしても
おいしい。
　客が来たときや誕生日、クリスマスなど
特別な日に欠かせないのは、肉のトマト煮
込み「イソーシ・インニャマ」だ。現地語でイ
ソーシがソース、インニャマが肉という意
味。ルワンダでは、お祝いごとには牛肉が
よく使われる。たっぷりのトマトで煮込み、ロ
ーズマリーやニンニク、セロリが隠し味。酸
味が絶妙に効いたまろやかな味わいで、
どの主食にもよく合う人気料理だ。

【材料（4人前）】
牛肉400ｇ／タマネギ・ニンジン・ピーマ
ン各2分の1個／トマト4個／トマトペー
スト30ｇ／A：ローズマリー適量・ニンニ
ク1片・セロリ（みじん切り）10ｇ／コンソ
メ1個／塩少々
【作り方】
１．牛肉を浸るくらいの水で軟らかくなる
まで煮込み、取り出して煮汁を取って
おく。

２．1の牛肉を、油をひいた別の鍋に入
れて表面に焼き色をつける。

３．2にタマネギ（薄切り）、ニンジン（イ
チョウ切り）、ピーマン（千切り）、Aを
加え、野菜が軟らかくなるまで炒める。

4．3にトマト（乱切り）を入れて10分炒
め、トマトペーストを加えてさらに10分
炒める。

5．4に1の煮汁を入れ、コンソメ、塩で味
を整えて10分煮込んだら出来上が
り。

移動販売に来たオーガニック・ソリューションズのスタッフがメガホンで住民を呼び集める

あぜ道を仲良く並んで歩く子どもたち

除草機を押すと羽が回転
し、土に空気を送り込める
仕組みになっている

容器に入った消臭剤から
はほのかに甘い香りが

子どもたちの瞳にこの国の未来はどう映っているのだろうか

サッカーのオンラインゲームに熱中する若者。若い世代のICTへの関心は高い

地球ギャラリー vol.53

変
化
と
伝
統
の
中
で

キガリ市内の丘陵地に所狭しと建ち並ぶ民家

20リットルの水が入ったタンクを自転車に載せて長い坂を
上る

遊水池でくんだ水を運ぶ女性や子どもたち。地方部では安全な水を手に入れることも容易ではない

店頭にはスマートフォンや携帯電話がぎっしり並べられている

お祝いがある日には、大人数分を大きな鍋で作る 取材協力：木下和恵（青年海外協力隊）

キガリ



アフリカの中でも、インターネットや携帯電話といった通信環境の整備が進んでいるルワ
ンダ。光ケーブルをはじめ、通信インフラの拡張に力を入れている。それを生かした情報
通信技術（ICT）ビジネスは、今後の国の発展を支
える産業として期待が高い。そこでJICAは首都キ
ガリにICTインキュベーションセンター「kLab」を設
置。商工会議所がワークショップを開催するなど、
学生や若いICT企業家が自由に情報交換しながら
独創的なICTビジネスを創出する“場”として活用さ
れている。

情報通信技術
電力インフラ整備
産業人材育成

■
■
■

通信インフラを生かした産業の創出

JICAの支援

JICAの活動
in ルワンダ

地球ギャラリー vol.53
情報通信技術

国の産業を持続的に発展させるには、専門技術を持った人材の育
成が欠かせない。そこでJICAは、情報技術、電子・通信、代替エネ
ルギーの学科を持つ「トゥンバ高等技術専門学校」を2007年の立
ち上げから支援。ルワンダ初のインターンシップ制度の導入などを通
じ、実践的な技術を身に付けた
生徒を育成する場として注目を
浴びている。さらにカリキュラム
作成や学校運営のノウハウを
伝えることで、ルワンダの人材
育成のモデル校となることを目
指す。

産業を支える即戦力の人づくり

1994年の大量虐殺から復興を遂
げ、近年は平均8.5％の高い経済成
長率を維持するルワンダ。JICAは
〝アフリカの奇跡〞とも称されるこの
国で、安定した成長の基盤づくりに
取り組む。

電力をより多くの人々へ

1

電力インフラ整備2 産業人材育成3

ここが
ポイント！

写真＝今村健志朗

ルワンダ全土の電力普及率はわずか14％。現地の人々の生活向
上、産業発展のためには、より多くの地
域に電力を届けることが必要だ。JICA
は首都圏を中心に、ハード面では配電
網の拡張や改修を支援。ソフト面でも
日本人専門家が電力設備の効率的な
維持管理方法を電力公社の職員に伝
えている。今後はより安定した電力供
給を目指し、ルワンダの豊富な地熱資
源を生かした発電開発計画づくりへの
支援も予定している。
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新 着 情 報

B  OOK

『人道的交渉の現場から
国境なき医師団の葛藤と選択』
1971年の設立以降、紛争や貧困に苦しむ人々に医療サービ
スを提供してきた｢国境なき医師団（MSF）｣。これまで約70
の国・地域で活動してきたが、受
け入れを拒まれたり、活動地域を
限定されたりと、本当に医療を必
要とする人々に支援を届けられな
いこともあった。そんな状況の中
で、MSFのスタッフたちは、どのよ
うに解決策を見出したのか―。ス
リランカ、エチオピア、イエメン、ア
フガニスタンなど、各国での事例
を通じて考察する。

B  OOK

『ソーシャルトラベル
旅ときどき社会貢献。』
目まぐるしい日常の中で、ふとわいてきた疑問。「本当の豊かさ
とは何だろうか」。その答えを求めて、ある夫婦が2年間の世界
一周の旅に出た。インドの小学
校では、懸命に学ぶ子どもたちの
姿に感銘を受けて机といすを贈
り、マラウイでは、現地の若者た
ちと村の活性化のため、土産物
の開発に取り組んだ。文化も宗
教も経済状況も違う人々と触れ
合い、“ちょっとイイコト”をする―。
そんな新しい旅のスタイル、ソー
シャルトラベルを始めた二人の旅
路をまとめた一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2012年／カナダ／90分
監督：キム・グエン
出演：ラシェル・ムワンザ、アラン・バスティアン、セルジュ・カニンダほか
公開：3月9日（土）より、シネマート新宿（東京）ほか全国順次公開
ＵＲＬ：majo.ayapro.ne.jp/
配給・問：彩プロ　TEL：03-3428-7874

○c 2012 Productions KOMONA inc.

本間勇輝・本間美和 著
ユーキャン
1,470円（税込）

『魔女と呼ばれた少女』
「今日から銃がお前のパパとママだ」。いまだ紛争が続くコンゴ民主
共和国。12歳の少女コモナは、ある日突然反政府軍に拉致され、
銃を持たされ子ども兵になった。悲しみを内に隠し、反政府軍のた
めに戦う死と隣り合わせの日々。そんな中、コモナは一人の少年兵
と出会い、恋に落ちる。二人は軍を抜け出し、逃避行の旅に出るの
だが…。アフリカの子ども兵の存在に衝撃を受けた監督が、紛争に
翻弄される子どもたちを描いた作品。

『世界を僕らのステージに！
～未来へ向けた第一歩。国連、そしてアフリカを知ろう～』
グローバル化が進む中、世界とのつながりなくして私たちの生活は成
り立たない。日本の将来を担う若い世代に、世界を身近に感じてもら
うために企画されたイベント。第一部では、元国連職員が国際機関
で必要とされる人材について、JICA職員がアフリカの現状、今年6
月に開催される「第5回アフリカ開発会議（TICADⅤ）」について講
演。第二部では、アフリカ出身のミュージシャンによる伝統舞踊や歌
なども楽しめる。世界を舞台にした夢につながる第一歩。

E  VENT

M  OVIE

クレール・マゴン
ミカエル・ノイマン
ファブリス・ワイズマン 編著
小学館スクウェア
1,500円（税込）

会期：2月23日（土）13時半～16時半
会場：東京ウィメンズプラザ（東京都渋谷区）
参加方法：電話、FAX、またはE-mailで申し込み（定員150人）
問：日本国際連合協会東京都本部
TEL：03-5294-6542
FAX：03-5294-6540
E-mail：forum2@tokyo-icc.jp
URL：www.tokyo-icc.jp/kokuren/symposium.html
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﹇
10
月
号 
特
集 

国
際
緊
急
援
助
「
そ
の
命
を
救
い
た
い
」
を
読
ん
で
﹈

■
地
道
に
、
た
だ
目
の
前
の
命
を
救
い
た
い
、
困
っ
て
い
れ
ば
手
助

け
を
し
た
い
。
こ
う
い
う
方
た
ち
が
い
る
と
頭
で
は
分
か
っ
て
い
て

も
、
実
態
と
し
て
知
る
と
、
身
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
方
た
ち
に
、
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
特
集
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
愛
知
県
／
女
性
／
28
歳
）

■「
J
I
C
A 

V
o
l
u
n
t
e
e
r 
S
t
o
r
y
」
の
記
事
が
良
か
っ

た
で
す
。
日
本
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ど
ち
ら
も
地
震
が
多
い
の
で
、

東
日
本
大
震
災
を
通
じ
て
防
災
へ
の
意
識
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
人
が
い
る
。
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
使
命
が
日
本
に
は
あ
る
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

  

（
神
奈
川
県
／
男
性
／
14
歳
）

﹇
11
月
号 

特
集
「
躍
動
の
国
イ
ン
ド
」
を
読
ん
で
﹈

■
イ
ン
ド
の
よ
う
に
貧
困
層
と
富
裕
層
の
差
が
大
き
な
国
は
、
国
名

を
聞
い
て
も
首
都
圏
の
生
活
を
連
想
し
て
し
ま
い
、
援
助
を
必
要
と

す
る
場
面
が
あ
る
な
ん
て
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
有
意
義
な

記
事
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

（
北
海
道
／
女
性
／
35
歳
）

■
経
済
的
に
停
滞
し
て
い
る
我
が
国
で
す
が
、
諸
外
国
、
特
に
発

展
途
上
国
に
は
地
道
な
援
助
を
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
人
間
関
係

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
国
と
国
の
関
係
も
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
こ

そ
、
友
好
と
援
助
の
あ
り
が
た
さ
が
分
か
る
も
の
。
ま
さ
に
「
情

け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
で
す
。
可
能
な
限
り
、
多
く
の
国
々
、

多
く
の
人
々
を
支
援
し
て
く
だ
さ
い
。   

（
北
海
道
／
男
性
／
71
歳
）

﹇
12
月
号 

特
集 

科
学
技
術
協
力
「
世
界
を
変
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

を
読
ん
で
﹈

■
現
在
、
海
水
中
の
炭
酸
ガ
ス
濃
度
が
増
え
、
海
の
環
境
も
悪
化

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
空
気
、
水
、
森
林
な
ど
、
地
球
環

境
を
守
る
こ
と
は
、
宗
教
、
文
化
、
政
治
、
経
済
の
違
い
を
超
え
、

世
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
先
進
国
、
発
展
途
上
国
の

溝
は
埋
ま
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
世
界
中
の
こ
ん
な
に
多
く
の
国
に
科

学
技
術
の
援
助
を
し
て
い
る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
山
形
県
／
男
性
／
80
歳
）
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1

次号予告（2013年3月1日発行予定）

JICAボランティア
約半世紀にわたり、開発途上国の現場に入り、草の根レベルの活動を展
開してきたJICAボランティア。「グローバル人材」の育成の場としても注目
されているJICAボランティアの活動を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

① フィリピンのメッセージカード
② 書籍『ソーシャルトラベル 旅ときどき社会貢献。』
　  （p37参照）

③ 書籍『人道的交渉の現場から 
　  国境なき医師団の葛藤と選択』（p37参照）

3

2
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　茶色のダンボール紙が、かわいいカー
ドに大変身！フィリピンのイロイロ州から
届いたメッセージカード。その生産を手
掛けるのは、この地で暮らす障害を持つ
人々だ。
　社会のさまざまなバリアにはばまれ、世
の中に散りばめられている“チャンス”を
つかむことができない―。自身も足に障
害を持つ青年海外協力隊の曽田夏記
さんは、「みんなが平等に働ける場を作
りたい」と、沖縄出身のアーティスト儀間
朝龍さんと連携。障害者の自立支援の
一環として、メッセージカードの制作に取
り組むことに。その材料にはなんと“ダン
ボール”が使われている。
　紙をすく、切る、イラストを描く・・・。それ

ぞれの得意分野を生かして役割を分
担。ダンボールをリサイクルすることでコ
ストを抑えられ、その分、人件費に充てる
ことができる。
　「仲間と一緒に働く喜びを感じて、み
んな生き生きとしてきました」と曽田さん。
重度の障害があるメンバーもグループ活
動に積極的に参加するように。家や社会
で孤立しがちな彼らの“居場所”にもなっ
ている。曽田さんの呼び掛けで、地元の
お土産物屋やマニラの日本企業からの
注文も増えてきた。
　世界に一枚しかないリサイクルのカー
ド。フィリピンの人々の幸せな思いが詰
まったこのカードに、大切な人へのメッ
セージをつづってみよう。

Vol.52  フィリピン

儀間さん（左端）からカードづくりのノウハウを直接学
び、ものづくりの意欲が増した

みんなが幸せになれるカード

★メッセージカードを10人にプレゼント！→詳細は38ペー
ジへ

★日本で販売パートナーとなってくださるお店や団体を募
集中。問い合わせはnatsuki.soda@gmail.comまで
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　鎌倉の海のそばで育ち、幼いころ
からこの先には何があるのだろう、自
分の目で確かめてみたいと思っていま
した。なぜこの道を選んだのかとよく
聞かれるのですが、すべてはそんな好
奇心から始まりました。
　夢をかなえる第一歩として、まずは
水産高校に進学。とにかく授業が厳
しい学校だったのですが、今思えば、
“海の厳しさ”を教えるためだったの
だと感じます。私がこれまで大きなけ
がもせず、こうして元気な姿でヨット
に乗っていられるのは、高校時代に
たたき込まれた教えがあったからだ
と思っています。
　船乗り、海上保安官、海上自衛隊
員…、いろいろな選択肢があった中
で、私をヨットへと導いてくれたのは
多田雄幸氏との出会いでした。彼がヨ
ットで世界一周を達成したことを知っ
て、自分も世界の海を縦横無尽にヨッ
トで渡ってみたいと。一気に夢が広が
り、連絡先を調べて家に押し掛け、弟
子入りさせてくれと頼み込みました。

　しかし実際、世界一周はそんなに
甘いものではありませんでした。二度
の挑戦に失敗し、本当にくやしかっ
た。でも投げ出したくはなかった。そ
んな時、私を立ち上がらせたのは、お
世話になった造船所の親方の言葉で
した。「お前はヨットのお尻をたたきな
がら走っているよな」と。その時、ハッ
としたのです。海は人間が作ったもの
ではない、自然が生み出したものなの
だと。私はこれまで、ありのままの海
と向き合っていなかったのだというこ
とに気付かされました。
　嵐や波を怖がっているのも、世界一
周をしたいのも自分自身。海にはそん
なことは関係ありません。これまでの
自分をすべて捨てた時、初めて海のあ
りのままの姿を見ることができた。そ
して三度目の正直で、世界最年少で世
界一周を達成することができました。
二度の失敗がなければ、今の私はあり
ません。海の上で体と心で学んだこと
は、今でも染み付いています。
　ヨットで世界を回っていると、世界

はつながっているのだと実感します。
日本の資源の9割以上が海を通じて
運ばれていることを、一体どれくらい
の人が知っているでしょうか。その
“道”となる海の安全を守ることは、私
たちの生活にも直結します。日本人と
しての誇りを持ち、私たちは先進国と
してその責任を果たしていかなけれ
ばなりません。
　ヨットの上では、当然、多くの厳しさ
に直面します。だからこそ、海や世界
の深いところが見えてくる。私は日本
の子どもたちに、失敗を恐れず、挑戦
することで生きる楽しさを見いだして
ほしい。そのことを実体験として伝え
ていくため、これからも変わらず、私
自身の挑戦を続けていきます。

私の 海で地球と一体になる

SHIRAISHI Kojiro

海洋冒険家  白石 康次郎

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1967年神奈川県出身。神奈川県立三崎水産高等
学校卒業。第一回単独世界一周レース優勝の故多
田雄幸氏に弟子入りし、数度のレースクルーとして経
験を積む。93年には世界最年少単独無寄港世界一
周を達成する。2002年『アラウンドアローン』クラス2
で4位の後、06年『ファイブオーシャンズ』クラス1で2
位の快挙。子どもたちに実体験を伝える講演活動に
も積極的に取り組み、『小学生のための世界自然遺
産プロジェクト』プロジェクトリーダーとしても活躍。

検索


